
問題1
てんぶん いえやすこう たけ だ

天文11年（1542年）、家康公が生まれたとき、武田
しんげん けんしん お だ のぶなが

信玄21才、上杉謙信12才、織田信長は8才。では
とよとみひでよし

豊臣秀吉はこのとき何才だったでしょうか？

⑴25才 ⑵ 6才 ⑶ 家康公と同じ
⑷ まだ生まれていなかった

解答… ⑵

とし き ねんれい かんが

解説 ある年を決め、キーマンたちの年齢を考
れき し ふか り かい

えると歴史がより深く理解できます。この
もんだい とうじょう ひとびと ぜんいん のち せんごくだいみょう じん

問題に登場した人々は全員が後に戦国大名となる人
ぶつ まえ

物たちで、武田信玄は6年前の天文5年（1536年）に
ういじん お ほか げんぷく

初陣を終えていますが、他はまだ元服前でした。ま
あいだ び みょう

た、家康公と信長、家康公と秀吉の間の微妙な年齢
さ ひとじち じ だい

差を考えると、織田の人質時代における家康公と信
かんけい ほんのう じ へん あと つよ

長の関係や、本能寺の変の後の秀吉が、家康公に強
い しき も

いライバル意識を持っていたわけが何となく理解で
きるのではないでしょうか。

問題2

家康公が生まれたころ、世界はどのような時代
だったでしょうか？

とういつ

⑴ チンギス・ハンがモンゴルを統一した時代
だいこうかい へ れっきょう

⑵ 大航海時代を経てヨーロッパ列強が世界に進
出した時代

どくりつせんそう

⑶ アメリカが独立戦争を終えた時代
さんぎょうかくめい

⑷ イギリスで産業革命が始まった時代

解答… ⑵

せい き ちょう たいとう

解説 15世紀にオスマン朝トルコが台頭すると、
しょこく りく ろ

ヨーロッパ諸国にとって、陸路でのインド
こうえき こんなん きょう

やアジアとの交易は困難となりました。キリスト教
こく あら かい ろ もと

国であるこれら諸国は新たな交易ルートを海路に求
せいりょく かくだい たいりく

め、アフリカに勢力を拡大し、アメリカ大陸ではス
ぶんめい

ペインが1521年にアステカ文明を、1533年にはイン
めつぼう ばくだい

カ文明を滅亡させ莫大な
きんぎん しゅうだつ いっ

金銀を収奪しました。一
ぽう とうなん

方、ポルトガルは東南ア
しんしゅつ

ジアに侵出し、1511年に
ようさい きず きょく

マラッカに要塞を築き極
とう ぼうえき

東アジア貿易とキリスト
ふ きょう あし ば

教布教の足場としたので
す。

山岡荘八氏の小説「徳川家康」
は、家康公生誕時のライバル
たちの年齢描写から始まりま
す。本検定の第1問はここか
ら出題されました。

日本にキリスト教を伝えた
フランシスコ・ザビエル画像山岡荘八文学碑（岡崎公園）
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スペインの権益 ポルトガルの権益

←トルデシリャス条約分界線（西経46度37分）

問題3

家康公が生まれたころ、日本はどのような時代
だったでしょうか？

げ こくじょう

⑴ 下剋上の戦国時代
てんのう みやこ

⑵ 天皇を中心に京の都が栄えた時代
なんぼくちょう

⑶ 南北朝の動乱時代
たいへい

⑷ 町人文化が花開いた泰平の時代

解答… ⑴

おうにん むろまちばく ふ しゅどうけんあらそ

解説 応仁元年（1467年）に室町幕府の主導権争
らん ぼっぱつ けい き

いから応仁の乱が勃発すると、これを契機
ぜんこく せんらん かくだい ふうちょう

に日本全国に戦乱が拡大し、下剋上の風潮とともに
かく ち だいみょう たいとう けっ か

各地に戦国大名が台頭しました。乱の結果、室町幕
ゆうめい む じつ か まち こうはい きわ しょうえんせい

府は有名無実化し、京の町は荒廃を極め、荘園制の
ほうかい く げ ちから

崩壊により公家の力
きゅうげき じゃくたい か

も急激に弱体化しま
した。家康公が生ま

せい し

れたのは生死をかけ
いくさ あ まえ

た戦が当たり前の時
とう

代だったのです。当
じ のうみん いっぱんみんしゅう

時の農民や一般民衆
よわ ぶん

は、力が弱い分いっ
へい わ よ とうらい

そう平和な世の到来
のぞ

を望んでいたものと
おも

思われます。

問題4
よくねん ひ なわじゅう

家康公が生まれた翌年には火縄銃が、7年後には
キリスト教が日本に伝えられましたが、これらを

せ かいせい は きそ

日本に伝えた国で、スペインと世界制覇を競って
いた国はどこでしょうか？

⑴ アメリカ ⑵ イギリス
⑶ ポルトガル ⑷ ロシア

解答… ⑶

きょうこう ちゅうかい

解説 1494年にローマ教皇の仲介でスペインと
じょうやく むす

ポルトガルは『トルデシリャス条約』を結び、
たいせいよう なか もう きょうかいせん さかい にしがわ

大西洋の中ほどに設けた南北の境界線を境に、西側
ひがしがわ けんえき ひ

をスペイン、東側をポルトガルの権益とし、非キリ
せいふく ふ きょう の だ

スト教国の征服と布教に乗り出しました。ヨーロッ
ぜん ど せいさん たたか

パ全土でカトリックとプロテスタントの凄惨な戦い
く ひろ

が繰り広げられるようになると、カトリック教国の
とみ かくとく め ざ

スペインとポルトガルは、富の獲得と布教を目指し
た世界征服に

はくしゃ

さらに拍車を
かけるように
なりました。

ほうじょうそううん

下剋上の申し子、北条早雲像
（小田原城／小田原市） トルデシリャス条約分界線
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問題5
み かわ しょうこく まつだいら け たよ

家康公が生まれたとき、三河の小国・松平家が頼っ
だいみょう

ていた大名はだれでしょうか？
あしかがよしあき いまがわよしもと

⑴ 足利義昭 ⑵ 今川義元
お だ のぶひで たけ だ しんげん

⑶ 織田信秀 ⑷ 武田信玄

解答… ⑵

てんぶん お わり ぐん

解説 天文4年（1535年）、尾張に軍をすすめた
きよやす もりやまじょう ぜ さ なか たお

松平七代・清康が守山城攻めの最中に倒れ
けいせい いってん おびや

ると形勢は一転し、尾張の織田氏が三河を脅かすよ
ちち ひろただ

うになりました。父の八代・広忠の代になると松平
いちぞくない しゅどうけんあらそ くわ せいりょく

氏一族内の主導権争いも加わり、織田信秀の勢力か
のが す る が ちから え

ら逃れるため、駿河の今川義元の力に頼らざるを得
なくなっていました。
おさな み かた

幼い家康公は、味方
うら ぎ さい

の裏切りもあり6才
から8才までは織田、
い こう

以降19才までは今川
ひとじち

の人質という小国の
ひ あい はだ かん

悲哀を肌で感じなが
せいちょう

ら成長したのです。

問題6
おかざきじょう あらわ

家康公が生まれたとき岡崎城に現れた、岡崎城の
守り神ともいわれる空想上の動物で、岡崎城の別
名にもなっているものはなんでしょうか。

き りん ばく

⑴ 麒麟 ⑵ 獏
ほうおう りゅう

⑶ 鳳凰 ⑷ 竜

解答… ⑷

りゅう じょう よ

解説 岡崎城は別名『竜ヶ城』と呼ばれていまし
てんしゅかく りんせつ たつ き じんじゃ しゃ

た。岡崎城天守閣に隣接する龍城神社の社
き のち せい い たいしょうぐんとくがわ

記には「天文11年12月26日、後の征夷大将軍徳川家
ようみょうたけ ち よ ぎみ こ しろ うぶごえ たま

康公、幼名竹千代君此の城に産声をあげ給う。この
えいゆう じ い ま ごと じょうろう うえ くも

英雄児の生まれ出ずるを待つが如く、城楼の上に雲
かぜ まね きんりん りゅう み い

を呼び風を招く金鱗の龍を見たりと云う」と、家康
せいたん じ でんしょう しる

公生誕時の伝承が記され
ています。

おかざき し し しょう

岡崎市の市章は竜の3
ぼんつめ かん じ

本爪が「岡」の漢字を記し
ほうじゅ

た宝珠をつかんだデザイ
ンとなっています。

りんざい じ

今川義元像（臨済寺／静岡市） 岡崎市章 龍神の井（岡崎公園）
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問題7
とらどし とら こく

寅歳の寅の刻（午前4時頃）に家康公が生まれたと
こ だから き がん もう おく み かわ ほうらい じ

き、両親が子宝祈願に詣でた奥三河の鳳来寺では、
あん ち しん だ ら たいしょう ぞう

安置してあった寅歳の守り神・真達羅大将の像に
い へん

異変が起こったと伝わっています。像に起こった
異変とはなんだったでしょうか？

な

⑴ 消えてなくなり、家康公が亡くなったあとに
もど

戻ってきた。
いっちゅう や

⑵ 一昼夜、寺の中を動きまわった。
⑶ 夜が明けるまで、うなり声をあげ続けた。

う

⑷ 浮き上がり、岡崎城まで飛んでいった。

解答… ⑴

え ど じ だい でんしょう

解説 江戸時代になると、この伝承から真達羅
大将が寅歳の家康公を守ったとも、家康公

じ しん け しん

自身が真達羅大将の化身だったとも伝えられるよう
はなし じゅうよう し

になりました。家康公と鳳来寺の話を重要視した三
しょうぐん いえみつ けいあん

代将軍・家光は、慶安元年（1648年）
ほんどう やく し どう しゅうふく けいだいせい び

に本堂（薬師堂）の修復や境内整備
くわ まつ

に加え、神となった家康公を祀る
とうしょうぐう しんぞう めい

鳳来山東照宮の新造を命じました。
じ ぎょう かんりょう

事業の完了は慶安4年（1651年）の
いえつな

四代将軍・家綱の時代までかかり
げんぞん ほんでん くに

ました。現存する本殿などは国の
ぶん か ざい し てい

重要文化財に指定されています。

問題8
しょだい ちかうじ

家康公は、松平初代・親氏から数えて何代目の当
たんじょう

主として誕生したでしょうか？

⑴ 4代 ⑵ 7代
⑶ 9代 ⑷15代

解答… ⑶

かも だ ちょう とくがわ ぼ だい じ だいじゅ じ

解説 鴨田町にある徳川将軍家菩提寺の大樹寺
げん な ひでただ

には、元和3年（1617年）に二代将軍・秀忠
もう びょうじょ はか おお

が設けた松平氏八代の廟所があります。墓の大きさ
ようしき いちぞく い しょうちょう

と様式は松平一族が生きてきた時代を象徴するかの
ちかうじ やすちか

ようにまちまちで、初代・親氏、二代・泰親、三代・
のぶみつ ほうきょういんとう ちかただ ながちか のぶ

信光は宝篋印塔、四代・親忠、五代・長親、六代・信
ただ きよやす ご りんとう ひろただ む ほうとう

忠、七代・清康は五輪塔、八代・広忠は無縫塔です。
しょう わ りんせつ

また、昭和44年（1969年）には広忠の墓に隣接して、
し みん ぼ きん こんりゅう

市民からの募金により、九代・家康公の墓が建立さ
れました。

真達羅大将
しんしろ

（鳳来寺薬師堂／新城市） 松平八代の墓（大樹寺／岡崎市鴨田町）
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問題9
お だい ひろただ とつ よめ い

家康公の母・於大が、父・広忠に嫁ぐとき、嫁入り
はんえい みず の ただまさ

先の繁栄を願って於大の父・水野忠政が持たせた
たね

ともいわれる「種」から作られたものはなんでしょ
うか？
（江戸時代には、岡崎を中心に三河を代表する産
業に発展しました。）

はっちょう み そ べにばな

⑴ 八丁味噌 ⑵ 紅花
ぼんさい も めん

⑶ 盆栽 ⑷ 三河木綿

解答… ⑷

に ほん れき し えんりゃく

解説 日本における木綿の歴史は延暦18年（799
み かわのくに ひょうちゃく てんじくじん

年）に三河国に漂着した天竺人（インド人）
き げん さいばい おりもの

を起源としています。綿の栽培や木綿の織物が日本
こくない もっと はや はじ せい き しょとう

国内で最も早く始まった三河では、16世紀初頭には
み かわ さん ち めい せいひん あらわ

「三川木綿」と産地名をブランドとした製品も現れ、
ぞうとうひん ちんちょう

贈答品として珍重されました。岡崎では江戸時代か
りゅうせい きわ とん や

ら木綿産業は隆盛を極め、三河の木綿問屋は江戸の
ふと

問屋に太いパイプを
持っていました。また、

はん し か てい ないしょく

岡崎藩士の家庭の内職
お じょう

で織られた木綿は『城
ない めい

内木綿』のブランド名
と ひ

で取り引きされました。

問題10
たんじょう び

現在、家康公の誕生日には、家康公の生まれた地
こうせい

域（中心市街地の康生地区）でお祝のイベントが行
われていますが、家康公の誕生日はいつでしょう
か？

⑴ 1月31日 ⑵ 4月17日
⑶ 8月1日 ⑷12月26日

解答… ⑷

ぜんじつ

解説 前日の12月25日はクリスマス（キリスト
せいたんさい ねんまつ いろど ぎょう じ

の生誕祭）、日本の年末を彩る行事として
ていちゃく はんめん しゅく もよお

定着しています。その反面、家康公の誕生を祝す催
ほとん さび おも

しは殆どありませんでした。このことを寂しく思っ
と しんさいせいきょう ぎ かい

た『NPO岡崎都心再生協議会』を中心に、家康公の
ば しょ かいじょう

生誕の場所である康生地区を会場に、家康公の誕生
たの し

日を祝い、歴史を楽しみ、岡崎を知るイベントとし
じっ し

て実施されているのが『家康公生誕の日』イベントで
す。

三河木綿（高木宏子氏蔵／岡崎市竜美西） 家康公生誕の日（岡崎高校合唱部）

岡崎 家康公検定2010 岡崎 家康公検定2010

14 15



問題11
きよやす ようみょう

家康公には、祖父の清康や父の広忠と同じ幼名が
つけられましたが、なんという名前だったでしょ
うか？

いぬ ち よ きちほう し

⑴ 犬千代 ⑵ 吉法師
たけ ち よ ひ よしまる

⑶ 竹千代 ⑷ 日吉丸

解答… ⑶

な づ

解説 家康公は、幼名を「竹千代」と名付けられ
ました。家康公の祖父の清康や父の広忠の

ほか ちょうなん ひ げき し まつだいら

他に、家康公の長男であり悲劇の死にいたった松平
のぶやす しょうぐん ひでただ いえみつ

信康をはじめ、二代将軍・秀忠、三代将軍・家光など
も同じ幼名が付けられました。

え ど じ だい

江戸時代になっても家康公と同じ「竹千代」の名は、
とくがわ せい し だいだい う つ

徳川将軍家の世子の名として代々と受け継がれてゆ
きました。

問題12

天文13年（1544年）、家康公が3才のとき、母・於
り えん じっ か かり や もど

大は父・広忠に離縁され、実家の刈谷・水野家に戻
り ゆう

されましたが、その理由はなんだったでしょう
か？

ふう ふ せいかく

⑴ 夫婦の性格が合わなかったため
けっこん

⑵ 広忠が別の女性と結婚することになったため
でんせんびょう かんせん

⑶ 於大が伝染病に感染したため
てき

⑷ 於大の実家の水野家が、松平家の敵である織
み かた

田家の味方になったため

解答… ⑷

おさな ころ す る が いまがわ

解説 家康公が幼い頃、松平家は駿河の今川家
たよ なか あに

を頼っていました。そんな中、於大の兄・
みず の のぶもと てきたい お わり て

水野信元は、今川家と敵対する尾張の織田家と手を
く せんごく せいりゃく

組みました。そのため、於大は戦国の政略のために
おっと り べつ こ わか

夫・広忠と離別され、幼いわが子と別れて実家の刈
かえ と ちゅう

谷へと帰されました。途中、
の こし おかざき

於大を乗せた輿が岡崎から刈
さかい く かのじょ

谷への境まで来ると、彼女は
みずか い し とも か

自らの意志で供の松平家の家
しんたち けん

臣達を岡崎に帰しました。賢
めい りょうない りょう

明な於大は、刈谷領内での両
け あいだ あらそ よ けん み ぜん

家の間の争いを予見し未然に
ふせ

防いだのです。竹千代像（岡崎公園）
りょうごん

於大（楞厳寺／刈谷市）
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問題13
ひとじち

天文16年（1547年）、6才の家康公は今川家に人質
に送られる途中、ある人物にだまされ、織田家に
送られてしまいますが、この人物とはだれでしょ
うか？

みず の のぶもと

⑴ 三河・刈谷城主の水野信元
あつ み た はら と だ やすみつ

⑵ 渥美・田原城主の戸田康光
とおとうみ かけがわ あさ ひ な やすよし

⑶ 遠江・掛川城主の朝比奈泰能
か い

⑷ 甲斐の武田信玄

解答… ⑵

おさな

解説 幼い家康公は今川家に人質に送られる途
しお み ざか かんげい

中、潮見坂で田原城主の戸田康光の歓迎を
う ご とら てきたい

受けましたが、その後に捕われて敵対する織田家に
り えん

送られてしまいます。田原の戸田家は、離縁された
お だい か ちち ひろただ とつ ま き ひめ

於大に代わって家康公の父・広忠に嫁いだ真喜姫の
じっ か ままはは だま

実家でした。幼い家康公は継母の実家に騙されたの
わか

です。3才で母と別
れ、6才になった幼

たけ ち よ

い竹千代（家康公）に、
ふ こう うんめい

さらなる不幸な運命
おそ

が襲いました。これ
おこ よしもと

に怒った今川義元は
せ

田原城を攻め、田原
めつぼう

戸田氏は滅亡します。

問題14
びょうき う

織田家の人質のとき、家康公は重い病気にかかりましたが、乳
ば まつ けんめい いの かんびょう

母の「お松」の懸命な祈りと看病によって命をとりとめました。
このときの「お松」の行動を表わしているのはどれでしょうか？

たの ばたら

⑴ 織田家に頼んで、自分が織田家で一生ただ働きする代
い し ち りょう

わりに、名高い医師に家康公の治療をしてもらった
みやこ

⑵ 船で京の都まで薬を買いに行き、持ち帰って飲ませた
かみ あま かい ゆ いの

⑶ 髪を切って尼になり、ひたすら病気の快癒を祈った
しんぶつ ちか ぜっしょく

⑷ 神仏に自分が身代りになることを誓って絶食
じ がい

し、家康公が元気に回復すると自害した

解答… ⑷

う ば じ だい

解説 お松は家康公の乳母で、人質時代の幼い
つき そ よういく お わり

家康公にも付添って養育をしました。尾張
の織田家に人質に送られてから、家康公はほうそう
てんねんとう じゅうたい せい し

（天然痘）にかかってしまいます。重体になり、生死
さかい すく

の境をさまよう幼い家康公を救うため、お松は自分
が家康公の身代わりになるこ

あつ た みょうじん

とを熱田明神に誓い、37日絶
つづ

食し祈り続けました。そのか
いちめい

いあってか、家康公は一命を
とりとめることができました。

かいふく み

家康公の快復を見とどけると、
かんしゃ

お松は明神に感謝して命を
た

断ったのです。田原城址（田原市） お松の顕彰碑（額田郡幸田町）
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問題15

天文18年（1549年）、家康公との人質交換のため、
のぶひろ と しろ

織田信長の兄・信広が捕らえられた城はどこで
しょうか？

あんしょう あんじょう じょう

⑴ 安祥（安城）城 ⑵ 岡崎城
かり や きよ す

⑶ 刈谷城 ⑷ 清洲城

解答… ⑴

ぜ

解説 天文18年（1549年）11月の安祥城攻めは織
い ど もくてき いくさ

田信広の生け捕りを目的とした戦でした。
ひろただ あんさつ とうしゅ ふ

同年3月に岡崎城内において広忠が暗殺され当主不
ざい まつだいら け たい いまがわよしもと ち しょうたいげんせっさい

在となった松平家に対し、今川義元は知将太原雪斎
ひき は けん せんきょ

率いる今川軍を派遣し岡崎城を占拠させました。そ
たけ ち よ だっかん かか か しん

して、竹千代（家康公）奪還を掲げることで松平家臣
だん せんりょく く い こうりゃく

団を今川軍の戦力に組み入れ、安祥城を攻略し、人
せいこう い ご おけはざ ま かっせん

質交換を成功させたのです。以後、桶狭間の合戦ま
での10年間は
岡崎城に今川

じょうだい お

家の城代が置
み かわいっ

かれ、三河一
こく

国は今川義元
じ じつじょう りょう

の事実上の領
ごく

国となりまし
た。

問題16

天文18年（1549年）、岡崎に戻った家康公は、今度
すん ぷ

は今川家の人質として駿府に送られましたが、駿
よういく

府で家康公を養育した女性はだれでしょうか？

⑴ 母・於大
げんのう に け よういん

⑵ 於大の母・源応尼（華陽院）
ま き ひめ

⑶ 広忠の後妻・真喜姫
じょうけいいん

⑷ 今川義元の妻・定恵院

解答… ⑵

じ だい うち た かん けっこん

解説 駿府人質時代の内、多感な8才から結婚
おや が

する16才までの家康公を、親代わりとなっ
ふ いく

て扶育したのは母・於大の母の源応尼です。家康公
そ ぼ じょうしゅ みず の ただまさ

の祖母にあたる女性で、刈谷城主・水野忠政の妻と
ご び ぼう きよやす

なり、その後、その美貌のため、松平清康が水野家
こう わ じょうけん

との講和の条件として後妻にしたといわれます。源
ぐうきょちか ち げんいん いおり

応尼は竹千代の駿府での寓居近くにある智源院の庵
す こま あい

に住み、細やかな愛
じょう そそ

情を注ぎました。竹
て なら

千代がここで手習い
とき し よう

をした時に使用され
つくえすずり

た机硯などが岡崎の
ほうぞう じ もとじゅくちょう

法蔵寺（本宿町）に送
つた

られたと伝わってい
ます。安祥城址（安城市） 華陽院の墓（華陽院／静岡市）
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問題17
へいほう こう

駿府で家康公の師となって学問や兵法を教えた高
そう ぐん し すぐ

僧で、今川義元の軍師でもあった優れた武将とは
だれでしょうか？

たいげんせっさい たけなかはん べ え

⑴ 太原雪斉 ⑵ 竹中半兵衛
れんにょ かんすけ

⑶ 蓮如 ⑷ 山本勘助

解答… ⑴

ようしょう きょういくがかり のち

解説 幼少の今川義元の教育係でもあり、後に
じゅうしん しっせい

今川家の重臣として義元の執政とも軍師と
きょう と みょうしん じ つと

もいわれた太原雪斎は、京都妙心寺35世を務めたほ
う くんとう いま

どの高僧で、家康公が雪斎から受けた薫陶は、今で
い ちょうめいもんだいがく がくちょう じきじき こ じん し どう

言えば超名門大学の学長による直々の個人指導のよ
ぼつねん こう じ

うなものでした。雪斎の没年は弘治元年（1555年、
まな

60才）ですから、家康公が学べたのは14才までです
さいばんねん ひとじち み せいこん かたむ

が、最晩年まで人質の身の家康公の教育に精魂を傾
けたのは、家

しん し

康公の真摯に
し せい うれ

学ぶ姿勢が嬉
しかったから
ではないで
しょうか。

問題18
わんぱく

天文20年（1551年）正月、人質時代の家康公の腕白
ごうたん いつ わ

ぶりと豪胆ぶりを伝える逸話で、多くの年賀の客
にぎ えんがわ

で賑わう今川館の縁側から家康公がしたといわれ
ることはなんでしょうか？

どうどう にわ

⑴ 堂々と庭に向かって立ち小便をした
⑵ 思い切りジャンプして庭の池に飛び込んだ

かく つぼ

⑶ 庭に隠れていたイノシシに壺を投げ命中させた
⑷ 縁側に座っていた客をけり落とした

解答… ⑴

い くん かんにん ぶ じ ちょうきゅう もと

解説 遺訓に「堪忍は無事長久の基、いかりは
てき しる おさな

敵とおもえ」と記した家康公ですが、幼い
ころ か しん

10才の頃はそうはできませんでした。今川家の家臣
ぶ べつ まな ざ

たちから受ける侮蔑の眼差しは人質の身の家康公に
た がた

とっては耐え難いものだったようです。この日、家
みみ はい けいあい そ ふ きよやす

康公の耳に入ったのは、敬愛する祖父・清康と人質
ひ かく ゆうもう か かん な

の身の家康公の比較でした。勇猛果敢で鳴らした清
まご

康の孫らしいところを
み

見せようとしたのがこ
こう い すえ たい き

の行為で、「末は大器
ひとびと きょうたん

ならんと人々は驚嘆し
た」と伝えていますが、

わか げ

家康公にとっては若気
いた

の至りだったようです。太原雪斎が住持を勤めた臨済寺（静岡市） 駿府城本丸遺跡（静岡市）
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問題19
あ べ がわ か わ ら

駿府での人質時代、家康公は安倍川の河原で、東
かっせん

西に分かれて石合戦をする子供たちを見て、どち
よ そう

らが勝つかを予想して当てたといわれていますが、
なんと予想したでしょうか？

いくさ

⑴ 戦は人数の多いほうが勝つ
だんけつ

⑵ 少人数のほうが団結して戦うので勝つ
⑶ 体の大きい子がいる少人数のほうが勝つ
⑷ 引き分けになる

解答… ⑵

た ぜい ぶ ぜい こと ば ぎゃく

解説 「多勢に無勢」という言葉の逆をいくのが
はんだん ゆ だん

この日の家康公の判断でした。油断しがち
たい きんちょう こころ ひと

な多勢に対し、少人数のほうが緊張し心を一つにで
い つね

きると見たからです。そうかと言って常に少人数が
へいりょく まさ ほう ゆう り

勝つはずはありません。兵力に勝る方が有利なのは
いくさ じょうしき はじ とき

戦の常識です。まさに石合戦が始まろうとする時に、
たい じ りょうしゃ くう き よ き

対峙する両者の空気を読んだのです。この予想を聞
お と な するど かん

いた大人がその鋭い観
さつがん たいへんおどろ

察眼に大変驚いていま
すから、この時すでに
たいげんせっさい くんとう う

太原雪斎の薫陶を受け
ていたと思われます。

問題20
こう じ げんぷく な の

弘治元年（1555年）、元服した家康公が名乗った名
前はなんでしょうか？

もとのぶ もとやす

⑴ 元信 ⑵ 元康
のぶやす

⑶ 家康 ⑷ 信康

解答… ⑴

ぶ け だん し せいじんしき

解説 元服とは武家の男子の成人式です。14才
た け ちよ いまがわやかた

となった竹千代（家康公）は今川館でこの式
のぞ り はつ ぎ いちもん せきぐちよしひろ つと え

に臨み、理髪の義は今川一門の関口義広が務め、烏
ぼ し おや よしもと たまわ

帽子親は今川義元がなりました。義元の「元」を賜り、
まつだいら け とうしゅ たんじょう

ここに松平家九代当主である松平元信が誕生したの
き おかざきじょうしゅ たち ば みと

です。また、元服を機に岡崎城主としての立場も認
はな

められるはずでしたが、義元は駿府を離れることは
さむらいたい

認めてくれませんでした。家康公は今川一門の侍大
しょう はたら もと

将として働くことを求められたのです。

安部川（静岡市） 元服時の烏帽子

岡崎 家康公検定2010 岡崎 家康公検定2010

24 25



問題21
けっこん

弘治3年（1557年）、家康公が結婚した今川義元の
めい

姪はだれでしょうか？
あさ ひ ひめ かじ かた

⑴ 朝日姫 ⑵ お梶の方
せ な ひめ つきやまどの さいごう つぼね

⑶ 瀬名姫（築山殿） ⑷ 西郷の局

解答… ⑶

じょせい

解説 家康公は瀬名姫という女性と結婚します。
いちもん せきぐちよしひろ むすめ はは

瀬名姫は今川一門の関口義広の娘で、母は
いもうと めい おかざき

今川義元の妹であり、義元の姪にあたります。岡崎
じょうちか ば しょ ご てん す

城近くの築山という場所にある御殿に住んだことか
よ

ら築山殿と呼ばれるよ
うになりました。

あいだ

家康公と築山殿の間
のぶやす かめひめ

には、信康と亀姫二人
こ ども う

の子供が生まれます。
めいもん

名門今川氏の娘として
まつだいら け とくがわ とつ

松平家（徳川家）に嫁い
ご

だ築山殿は、その後の
お だ かか

松平家と織田家との関
なか せんごく

わりあいの中で、戦国
かな うんめい ほんろう

の悲しい運命に翻弄さ
れることになります。

問題22

家康公は、結婚した後に名前を変えました。新し
い名前はなんでしょうか？

⑴ 元信 ⑵ 元康
⑶ 家康 ⑷ 信康

解答… ⑵

げんぷく

解説 築山殿との結婚の後、家康公は元服で名
かいめい

のった「元信」を「元康」に改名しました。「元
けいあい そ ふ きよやす いち じ ひ

康」の「康」は、敬愛する祖父の「清康」の一字を引き
つ か とく

継ぎました。松平七代・清康は13才で松平家の家督
たいえい あんしょうじょう ほん

を継ぎ、大永4年（1524年）に安祥城から岡崎城に本
きょ うつ わか

拠を移し、若くして
み かわとういつ な と

三河統一を成し遂げ
つよ

ました。清康は強い
ゆうかん

だけでなく、勇敢で
じ ひ ぶか か しんたち しん

慈悲深く家臣達の信
らい あつ めいくん

頼が厚かった名君と
いわれています。家
康公はそんな祖父に

おも

あやかりたいと思い、
「元康」を名乗ったと
いわれています。

築山殿（西来院／浜松市）） 松平元康石像（岡崎市羽根町）
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問題23
えいろく ぶ しょう

永禄元年（1558年）、家康公は今川家の武将として
ういじん は せ

初陣を果たしますが、攻めたのはどこの城でしょ
うか？

お わり きよ す じょう てら べ

⑴ 尾張・清洲城 ⑵ 三河・寺部城
とおとうみ たかてんじん い ず にらやま

⑶ 遠江・高天神城 ⑷ 伊豆・韮山城

解答… ⑵

ぶ し はじ いくさ で

解説 初陣とは、武士が初めて戦に出ることを
い とき

言います。家康公は17才の時、三河の寺部
げんざい

城を攻めたのが初陣になりました。寺部城は現在の
とよ た し すず き し じょうしゅ

豊田市にあり、鈴木氏の城でした。寺部城主の鈴木
しげたつ そむ お だ つう よし

重辰が今川氏に叛き、織田氏に通じたため、今川義
もと めい

元が家康公に鈴木氏を攻めることを命じました。家
こ きょう おかざき かえ まつだいら しょしょうたち ひき

康公は故郷の岡崎城に帰り、松平の諸将達を率いて
み ごと かざ そ ふ きよやす

寺部城を攻め、見事に初陣を飾ります。祖父・清康
ほうふつ

を彷彿とさせ
いさ

る家康公の勇
すがた

ましい姿に、
しょう し

岡崎の将士達
みなかんどう

は皆感動し、
よろこ つた

喜んだと伝
わっています。

問題24
ちゃくよう ぐ そく

家康公が初陣のときに着用したと伝えられる具足
よろいかぶと ふくせいひん

（鎧兜）のレプリカ（複製品）が岡崎公園内の「三河
かん てん じ

武士のやかた家康館」に展示してありますが、そ
の具足は何色だったでしょうか？

⑴ 赤 ⑵ 白
⑶ 黒 ⑷ 金

解答… ⑷

なか とく ゆうめい きん だ

解説 家康公の具足の中でも特に有名な「金陀
み ぐ そく

美具足」の複製品が岡崎公園内にある「三河
武士のやかた家康館」に展示

げんぶつ く のうざん

してあります（現物は久能山
とうしょうぐうぞう

東照宮蔵）。
ぜんたい いろど

具足（鎧兜）全体が金で彩ら
ごう か うつく

れた豪華で美しいこの具足は、
おけはざ ま たたか ぜんしょうせん

桶狭間の戦いの前哨戦である
おおだか ひょうろう い せいこう

大高城の兵糧入れに成功した
さい

際にも着用していたと伝わり
ぶ け

ます。武家にとっての具足は、
は ぶ たい い しょう

晴れ舞台を飾る衣装であるの
どう じ し しょうぞく

と同時に死に装束でもあった
び じゅつこうげいてき か ち たか

ので、美術工芸的な価値の高
かずおお つく

いものが数多く造られました。
金陀美具足

（久能山東照宮／静岡市）寺部城址（豊田市）
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問題25
たんじょう

永禄2年（1559年）誕生の長男に続き、同3年（1560
おくだいらのぶまさ せいしつ

年）、家康公に女子が誕生。後に奥平信昌の正室
つま

（妻）になるこの長女の名前はなんでしょうか？
あつひめ かめひめ

⑴ 篤姫 ⑵ 亀姫
せんひめ とくひめ

⑶ 千姫 ⑷ 督姫

解答… ⑵

す ん ぷ う おかざき そだ はは つき

解説 駿府に生まれ岡崎で育ちました。母・築
やまどの あに のぶやす お だ のぶなが めいれい てんしょう

山殿と兄・信康は織田信長の命令で天正7
いのち お

年（1579年）に命を落としましたが、亀姫は天正4年
ながしの たたか せんこう しんしろじょう

（1576年）に17才で長篠の戦いで戦功のあった新城城
しゅ ご かさ

主・奥平信昌（その後も家康公のもとで戦功を重ね、
み の か のうはん まんごく だいみょう とつ

美濃加納藩10万石の大名になりました。）に嫁ぎ、66
かんえい ぎ ふ けん

才の寛永2年（1625年）に美濃加納（岐阜県岐阜市）で
ぼっ ふ さい

没しました。夫妻
ぼ しょ かい き

の墓所は信昌開基
ぞうずい じ

の加納の増瑞寺で、
し そん ぶ ぜんなか つ

子孫は豊前中津藩
おおいたけん

10万石（大分県中
めい じ

津市）として明治
むか

を迎えました。

問題26

永禄3年（1560年）、今川義元は2万5千の大軍を
ひき せんぽう さいぜん

率いて西に向かって出発。先鋒の家康公には最前
せん ひょうろう

線の城に兵糧（食料）を運び入れる命令が出されま
したが、兵糧入れを成功させたその城とはどこで
しょうか？

お わり おおだか な ご や

⑴ 尾張・大高城 ⑵ 尾張・那古野城
なる み み かわ

⑶ 尾張・鳴海城 ⑷ 三河・岡崎城

解答… ⑴

せいじょう

解説 今川義元の西上にともない、家康公は先
さいぜんえい い ち

鋒をつとめました。今川方の最前衛に位置
ちか わし づ まる ね とりで はい

する尾張の大高城は、近くの鷲津・丸根砦に入った
てき たい じ こも へい し

敵の織田軍と対峙し、城に籠る兵士の兵糧（食糧）が
とぼ

乏しくなっていました。そこで、義元は家康公に大
高城に兵糧を入れることを命じました。家康公は近

てら べ じょう か ほう か ちゅう い ひ

くの寺部城下に放火し、砦の織田軍の注意を引いて、
すき

その隙に大高城に
ゆうゆう

悠々と入り、兵糧
こ

を運び込むことを
成功させたといわ

ちょく

れますが、この直
ご おけ

後、今川義元は桶
はざ ま うちじに

狭間で討死してし
まいます。亀姫（大法院／京都市） 大高城址（名古屋市）
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問題27
おけはざ ま さいこん

桶狭間の合戦の際、家康公は、母・於大の再婚先
あ ぐ い やかた たず

の尾張・阿久比の館を訪ね母との再会を果たした
といわれますが、於大が再婚した武将はだれで
しょうか？

ひさまつとしかつ まえ だ としいえ

⑴ 久松俊勝 ⑵ 前田利家
まつだいらやすもと やまうちかずとよ

⑶ 松平康元 ⑷ 山内一豊

解答… ⑴

お だ け

解説 母・於大が再婚した久松俊勝は織田家の
す

武将の一人。於大が住む阿久比は尾張の
ま ただなか お だ のぶなが せいりょくけん い

真っ只中。織田信長の勢力圏で、家康公は3才で生
わか

き別れた母と16年ぶりの再会を果たしたのです。こ
おおだかじょう ひょうろう い か き けん こう い

れは大高城への兵糧入れと変わらぬ危険な行為です。
ひとじち あつ た く とき いまがわ

織田の人質として熱田に暮らした時、また今川の人
すん ぷ うつ おさな

質として駿府に移ってからも、於大は幼い家康公の
み あん おんしん た い るい か し おく

身を案じ、音信を絶つことなく、衣類や菓子を送り
つづ した き も せんじょう

続けてくれました。そんな母を慕う気持ちが戦場に
つ うご

ある家康公を突き動か
したものと思われます。

問題28
う だいじゅ じ め ざ

桶狭間で今川義元が討たれ、岡崎・大樹寺を目指
ぞうすい や は ぎ わた たい

した家康公は、雨で増水した矢作川が渡れず、対
がん や つるぎ いの あらわ

岸の八剣神社に祈ったところ、3頭の動物が現れ、
せ ぶ じ でん

家康公を背に乗せて無事に川を渡らせたという伝
せつ とうじょう

説が残ります。この伝説に登場する神の使いの動
物はなんでしょうか？

うま

⑴ 牛 ⑵ 馬
しか りゅう

⑶ 鹿 ⑷ 竜

解答… ⑶

うちじに ほう う

解説 大高城で今川義元討死の報を受けた家康
め ざ

公は、岡崎を目指しました。しかし、矢作
川が雨による増水で渡れません。そこで対岸の八剣

まつ こ

神社に祈ったところ、神の使いの3頭の鹿が松の木
かげ あさ せ

陰から現れ、家康公を背中に乗せて川の浅瀬を渡り、
みちび つた み

そのまま大樹寺へと導いてくれたと伝わります（「三
しか よ

鹿の渡し」伝説）。鹿が現れた松は「鹿が松」と呼ばれ
た

今も三代目の松が立ち
い が はち

ます。この鹿が伊賀八
まんぐう

幡宮の神の使いである
という言い伝えもあり、
のち ほん だ ただかつ しかづの

後に本多忠勝が鹿角の
かぶと つく

兜を作らせたことでも
ゆうめい

有名です。久松氏の家紋（星梅鉢） 坂部（阿久比）城址（知多郡阿久比町） 三鹿の渡し「鹿が松」（岡崎市北野町）
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問題29
ぼ だい じ せん ぞ

松平家の菩提寺の大樹寺に着いた家康公は先祖の
はか じ がい じゅうしょく とう よ しょうにん

墓の前で自害しようとしますが、住職の登誉上人
さと

から、生きて平和な世を作るよう諭され、以後、
はたじるし

そのことばを旗印としました。そのことばとはな
んでしょうか？

お（え）んり え ど ごん ぐ じょう ど てん か たいへい

⑴ 厭離穢土 欣求浄土 ⑵ 天下泰平
ふうりん か ざん な む あ み だ ぶつ

⑶ 風林火山 ⑷ 南無阿弥陀仏

解答… ⑴

おかざき ち かえ

解説 岡崎の地に帰り、ひとまず松平家の菩提
はい お

寺である大樹寺に入った家康公ですが、織
だ ぜい てら かこ ぼ ぜん けつ い

田勢に寺を囲まれ、先祖の墓前で自害を決意しまし
た。しかし、住職の登誉上人が「厭離穢土 欣求浄土」

こと ば き い み

の言葉を聞かせて、家康公に生きる意味を諭しまし
けが らん せ いと

た。これは、穢れた乱世（穢土）を厭い、平和な世（浄
ねが もと ほとけ おし い らい

土）を願い求めるという仏の教えです。以来、家康
せんじょう

公はこれを戦場
の旗印としまし

り そう

た。理想とする
しゃかい

社会のありかた
を旗印としたの
は家康公だけで
す。

問題30
に こ

大樹寺に逃げ込んだ家康公は織田の兵に囲まれま
りき そ どうおしょう かつやく てき

したが、70人力といわれる祖洞和尚らの活躍で敵
を追い払うことができました。このとき祖洞和尚

ぶ き

が武器にして使ったものはなんでしょうか？
いしどうろう てつ ぼう

⑴ 石灯篭 ⑵ 鉄のこん棒
⑶ 門のかんぬき ⑷ 門のはしご

解答… ⑶

みずか し めい し せっぷく おも

解説 自らの使命を知り、切腹を思いとどまっ
まも お よ

た家康公を守るため、大樹寺に押し寄せた
あい て とく め ざ かえ

織田勢を相手に、特に目覚ましい活躍で追い返した
い

のが70人力と言われた祖洞和尚です。祖洞和尚は、
しんちょう たいじゅう つた おお

身長は2メートル、体重は180キロと伝えられ、大
ず も う がいこくじんりき し

相撲の外国人力士なみの
きょかん ふ まわ

巨漢でした。振り回した
そうもん

かんぬきは総門のもので、
なが

長さは159センチ、10．3
かく ふ

センチ角と、こちらは普
つう

通のサイズです。この
りっ し かいうん

「かんぬき」は「立志開運
かんぬきしん ちい

貫木神」として、小さな
しんでん おさ まつ

神殿に納め祀られました。

大樹寺本堂（岡崎市鴨田町） 祖洞和尚像（大樹寺／岡崎市鴨田町）
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問題31
きょじょう

永禄5年（1562年）、家康公は織田信長の居城に行
ぐん じ どうめい

き軍事同盟を結びますが、これをなんというで
しょうか？

きよ す

⑴ 岡崎同盟 ⑵ 清洲同盟
⑶ 三河同盟 ⑷ 尾張同盟

解答… ⑵

お じ かり や じょうしゅ みず の

解説 家康公の伯父にあたる、刈谷城主・水野
のぶもと なか だ じつげん

信元の仲立ちによって実現した同盟。これ
にし ひがし せいりょく かくだい

により、信長は西に、家康公は東に勢力を拡大する
かいせい み かわこう ふ ど

ことができるようになりました。「改正三河後風土
き たが てん か め ざ やくそく

記」には、信長が互いに天下を目指すことを約束し、
ごうれい

どちらかが天下に号令をかけることになったときに
か しん はな しる

は、互いが家臣になろうと話したと記されています。
かいだん ば しょ げんざいてんしゅかく ふくげん

会談の場所となった清洲城は、現在天守閣が復元さ
れていますが、
とう じ

当時は現在の
場所より西側、
ご じょうがわ

五條川の西に
じょうかく

城郭がありま
した。

問題32

永禄6年（1563年）、2度目の改名をして「家康」を
な の

名乗りますが、「家」という文字はだれの名前から
とったといわれているでしょうか？

く げ か じん ふじわらさだいえ

⑴ 公家、歌人の藤原定家から
げん じ とうりょう みなもとよしいえ

⑵ 源氏の頭領・源義家から
のぶみつ もりいえ

⑶ 松平家三代・信光の子、守家から
やす

⑷ 松平の家を康んじたいとの思いから

解答… ⑵

みなもとのはちまん た ろう ぶ け かみさま

解説 源 八幡太郎義家は、武家の神様として
おお ぶ し すうけい あつ

多くの武士たちの崇敬を集めていました。
わか もとやす おな

若き松平元康も同じように、源氏の頭領としての義
家を崇敬していたのでしょう。「改正三河後風土記」

めいめい ゆ らい めいかく

には「家康命名」の由来が明確に記されています。ち
か い たけ だ

なみに、甲斐源氏の武田
氏も義家を崇敬しており、
たいせつ けっ

大切なことを決するとき
もち つた か

に用いたと伝えられる家
ほう み はたたてなし はた よろい

宝「御旗楯無」（旗と鎧）の
さず

御旗は、義家から授かっ
たものとされています。
元康から家康への改名は

とくがわふくせい

3年後の徳川復姓へとつ
ながってゆきます。清洲城遺跡（清洲市） 源八幡太郎義家像
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問題33

「家康」を名乗るとき、今川義元からもらった一字
す けつべつ

を捨てて、今川氏からの完全な決別を示しました
も じ

が、捨てた文字はどれでしょうか？

⑴ 今 ⑵ 川
⑶ 義 ⑷ 元

解答… ⑷

きよ す どうめい い ご ひがし せいりょく の かんが

解説 清州同盟以後、東に勢力を伸ばそうと考
とうめん さいだい てき

えた家康公にとって、当面の最大の敵は今
おけはざ ま かっせん せん し

川氏となりました。桶狭間の合戦で戦死した今川義
ひとじち ぶ しょう きょういく ほどこ

元は、人質とはいえ、武将としての教育を施してく
おんじん もとやす

れた恩人でもありましたが、これまでの「元康」の
はちまん た ろうよしいえ か

「元」（今川義元の元）を八幡太郎義家の「家」の字に変
えることによって、
今川氏からの決別の
い し あらわ

意思を表したのです。
い こう

これ以降6年間にわ
はげ たたか す

たる激しい戦いの末、
えいろく

永禄12年（1569年）、
あしかがいちぞく めいもん

足利一族の名門であ
めつ

る今川氏もついに滅
ぼう

亡します。

問題34
いっこう

永禄6年から7年（1563～1564年）にかけて起こった三河一向
いっ き ふ だい か しん ぶんれつ

一揆で、譜代の家臣が分裂して一揆に加わったことは家康公
なや

を深く悩ませましたが、一向一揆とはなんのことでしょうか？
じょうどしんしゅうほんがん じ は いっこうしゅう しんじゃ はんらん

⑴ 浄土真宗本願寺派ともいわれる一向宗の信者たちによる反乱
そうりょ

⑵ 一向という名の僧侶が始めた新しい宗教の信者たちによる反乱
てきたい

⑶ 三河で家康公に敵対する今川方の一向氏という武将による反乱
ほんきょ いちぞく

⑷ 一向の地を本拠にした松平一族の反乱

解答… ⑴

せんごく じ だい かく ち せい じ てき けいざいてき ちから

解説 戦国の時代、各地で政治的・経済的な力
も いちだいせいりょく

を持ち、一大勢力となっていた本願寺は、
ち ほう さ さ き じょうぐう じ の でらほんしょう じ はりさきしょうまん

三河地方でも佐々木上宮寺、野寺本證寺、針崎勝蔓
じ ちゅうしん きょうだい

寺の3ヶ寺を中心に強大な勢力を持っていました。
あ

一向宗の「一向」というのは「一向に（ひたむきに）阿
み だ ぶつ い み

弥陀仏を信ずる」という意味です。本願寺第8世の
れんにょ せんしゅうねんぶつ ていしょう ぶ し みんしゅう

蓮如によって一向専修念仏が提唱され、武士や民衆
はばひろ し じ

に幅広く支持され
ました。本願寺派

じ いん しょ やく めん

の寺院は諸役免
じょ ふ にゅうけん

除・不入権を持ち、
かくだい

勢力拡大をめざす
たいりつ

家康公と対立する
たち ば

立場をとったので
す。ちゃく し うじざね

今川義元の嫡子・今川氏真像 上宮寺（岡崎市上佐々木町）
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問題35

永禄7年（1564年）、三河一向一揆の兵に追われた
やまなかはちまんぐう どうくつ かく

家康公は、山中八幡宮にある洞窟に身を隠しまし
いっ き ぐん

たが、一揆軍が洞窟の前までやってきて洞窟を見
と

つけました。このとき、敵の目の前に洞窟から飛
び立って、中に人はいないと思わせて家康公を
すく

救ったと伝わる鳥はなんでしょうか？

⑴ こうもり ⑵ たか
⑶ はと ⑷ ふくろう

解答… ⑶

はなし

解説 山中八幡宮に伝えられているお話です。
はと が くつ よ おお

この洞窟を「鳩ヶ窟」とも呼んでいます。大
ひ て ひろ

きく火の手を広げた三河一向一揆でしたが、およそ
はんとし しゅうそく かん かみ わ だ とりで あ ず きざか

半年で終息しました。その間、上和田の砦や小豆坂、
ば とうはら み あいちょう げきせん く

馬頭原（美合町）などで激戦が繰り広げられました。
じ しん やり と たたか

家康公自身も槍を取って戦ったと伝えられています。
でんせつ はげ ものがた

この鳩ヶ窟伝説は、そのような一揆の激しさを物語
い

るものとして言い伝え
られてきたのでしょう。

さい ご

家康公は最後は一揆方
さん か しゃ ちょうほんにん

の参加者や張本人たち
ゆる なんきょく の

も許し、この難局を乗
き

り切ったのです。

問題36
しず とういつ えいろく

一向一揆を鎮め、三河を統一した家康公は、永禄
おさ のち

8年（1565年）、三河の国を治めるために、後に“家
じんざいとうよう

康公のたくみな人材登用ぶり”がたたえられるあ
せっ ち

るものを設置しました。あるものとはなんでしょ
うか？

い が こう が にわばん さん ぶ ぎょう

⑴ 伊賀・甲賀お庭番 ⑵ 三河三奉行
め やすばこ ろく は ら たんだい

⑶ 目安箱 ⑷ 六波羅探題

解答… ⑵

めいじん

解説 家康公は人材登用の名人でもありました。
みつぞなえ せい さだ みんせいめん

三河統一後は「三備の制」を定め、民政面・
ぐんせいめん てきかく かつよう こころ

軍政面にわたり的確な人材の活用に心がけたのです。
にし ぶ し だん はたがしら いしかわかずまさ ひがし

軍政面では西三河の武士団の旗頭に石川数正を、東
さか い ただつぐ にんよう いちぞく まつだいら し

三河の旗頭には酒井忠次を任用し、一族の松平氏で
したが

さえ従うようにしました。民政面では三河三奉行を
お ぜい む そ しょう あ ほとけこうりき

置き、税務や訴訟などに当たらせました。「仏高力、
おにさく ざ

鬼作左、どちへんな
し（どちらにつかな

こうへい あま の さん

い公平な）の天野三
ぺい

兵」と呼ばれたよう
せいかくさんよう ぶ しょう

に、性格三様の武将
せい

を登用し、公平な政
じ じっこう

治を実行させたので
す。

ほん だ しげつぐ

鬼作左と称された本多重次生誕地碑
けんとう

（犬頭神社／岡崎市宮地町）鳩ヶ窟（山中八幡宮／岡崎市舞木町）
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問題37
とくがわ

永禄9年（1566年）、家康公は姓を松平から徳川に
もど せい い たいしょうぐん し かく

戻しました。この征夷大将軍となる資格のある徳
いちぞく

川氏はどの一族でしょうか。
げん じ へい し

⑴ 源氏 ⑵ 平氏
あしかが し すがわら し

⑶ 足利氏 ⑷ 菅原氏

解答… ⑴

さまざま せつ

解説 徳川氏のルーツについては様々な説があ
にっ た せ

りますが、もともと新田源氏の一族で、世
ら た な の ぐん ま けんおお た し

良田姓を名乗っていました。群馬県太田市の世良田
りょう ち よしすえ とき

を領地としていたのですが、世良田義季の時に徳川
とくがわ さい ち

（得川）領を采地としたことから徳川姓を名乗るよう
こうえい ちかうじ じ

になります。その後裔が松平初代・親氏であり、時
しゅう そう まつだいらごう はい つた

宗の僧となって松平郷に入ったと伝えられています。
ちゃく し おお じ ろうさぶろう

世良田氏の嫡子は多くが「二郎三郎」もしくは「三郎」
を名乗ってい

き ろく

る記録があり、
きよやす

親氏も、清康
じ

も、家康公自
しん げんぷく とき

身も元服の時
に名乗ってい
ました。

問題38
ふく

徳川の姓に復した（戻した）ことに合わせ、家康公
ちょうてい かんしょく

が朝廷から任じられた官職はなんでしょうか？
せい い たいしょうぐん しょう な ごん

⑴ 征夷大将軍 ⑵ 少納言
みかわのかみ かずさのすけ

⑶ 三河守 ⑷ 上総介

解答… ⑶

だいみょう くに おさ ぶ し だん

解説 大名というのは一つの国を治める武士団
とうりょう しろ も

の頭領でした。城を持っていても、治める
はん い せま こくじん よ

領地の範囲が狭ければ、「国人」などと呼ばれ、大名
ではなかったことになります。松平氏も、七代・清

じ だい とうざい じっしつてき

康の時代には、東西三河を治める実質的な大名と
みと

なったのですが、朝廷から認められた官職を持った
か しん

大名ではなく、家臣に
ころ りょうごく し はい

殺されると領国の支配
けん が かい

権も瓦解してしまいま
した。家康公は朝廷か
ら「三河守」を任じられ

せんごく

ることにより、戦国大
名としてのスタートを
き

切ったことになります。

世良田東照宮（太田市） 最初の「三河守」藤原俊成像（蒲郡市）
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問題39
のぶやす とくひめ

永禄10年（1567年）、家康公の長男・信康は徳姫と
けっこん むすめ

結婚しましたが、徳姫はだれの娘でしょうか？
いまがわよしもと お だ のぶなが

⑴ 今川義元 ⑵ 織田信長
たけ だ しんげん みず の のぶもと

⑶ 武田信玄 ⑷ 水野信元

解答… ⑵

どうめいかんけい きょう か

解説 家康公は織田氏との同盟関係を強化する
ひがし む せいりょく かくだい

ことが、東に向けての勢力を拡大するため
ひつよう ふ か けつ じょうけん かんが

に必要不可欠な条件と考えていました。織田信長も
どうよう はや

同様の考えでしたので、早いうちから信康と徳姫の
やくそく せいりゃく せんごく

結婚が約束されます。このような「政略結婚」は戦国
き あ まえ おこな

期においては当たり前のように行われたことでした。
おな とし とき こんやく

信康も徳姫も同じ年で、5才の時に婚約、9才で結
わか のち あいだ じょ し

婚という若さでした。後に二人の間には二人の女子
たんじょう

が誕生しますが、
よ つ だん し

世継ぎとなる男子
う

は生まれませんで
した。

問題40
げん き とおとうみ りょうしゅ

元亀元年（1570年）、三河・遠江2国の領主となっ
た家康公は、三河・岡崎城から遠江（静岡県西部）

ほんきょ ち うつ

に本拠地を移しましたが、それはどこでしょう
か？

よし だ かけがわ

⑴ 吉田城 ⑵ 掛川城
すん ぷ はままつ

⑶ 駿府城 ⑷ 浜松城

解答… ⑷

はじ しんしゅつ

解説 家康公が初めて遠江へ進出したのは、永
か い たけ

禄11年（1568年）12月のことです。甲斐の武
だ しんげん か じょう か ひ

田信玄と約束を交わし、信玄は駿府城下に火をかけ
いまがわうじざね お だ い い の や ぐん すす

て今川氏真を追い出し、家康公は井伊谷に軍を進め
よくねん とう じ ひく ま よ しろ

ました。翌年には当時「曳馬」と呼ばれた浜松の城に
はい に こ

入り、掛川城に逃げ込
せ ほろ

んだ氏真を攻め滅ぼし
ます。しかし、武田信

き

玄は遠江進出の機を
うかが

伺っており、元亀元年
（1570年）、家康公は武

きょう い そな

田氏の脅威に備えるた
きょじょう

め、居城を曳馬に移し、
ち めい あらた

地名を浜松と改めたの
です。

織田信長像（三宝寺／天童市） 浜松城（浜松市）
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問題41

元亀元年（1570年）、家康公は遠江に移るにあたり、
だれを岡崎城主にしたでしょうか？

のぶやす いしかわかずまさ

⑴ 長男の信康 ⑵ 石川数正
ほん だ しげつぐ さか い ただつぐ

⑶ 本多重次 ⑷ 酒井忠次

解答… ⑴

はままつ きょじょう

解説 浜松城に居城を移した家康公でしたが、
きた しんにゅう たけ だ ぜい

岡崎城も北から侵入しようとする武田勢に
たい じゅうよう きょてん げんぷく

対して重要な拠点でした。家康公は12才で元服をし
ちゃくなん お ひらいわちかよし さかき

た嫡男・信康を岡崎城主として置き、平岩親吉や榊
ばらきよまさ じゅうしん もりやく ほ にん

原清政らの重臣をその傅役として補任させました。
よくねん み かわ

翌年の元亀2年（1571年）には武田氏による三河への
はじ いわ づ ど う ど たたか く

侵入が始まり、岩津や百 （々岡崎市北部）で戦いが繰
ひろ まも か しん

り広げられましたが、信康の岡崎城を守ろうと家臣
ふんせん

たちも奮戦し、
しりぞ

これを退けて
います。

問題42
お だ のぶなが あね

元亀元年（1570年）、家康公が織田信長とともに姉
がわ あさくらよしかげ れんごうぐん

川で戦った相手は、朝倉義景とだれの連合軍だっ
たでしょうか？

あざ い ながまさ うえすぎけんしん

⑴ 浅井長政 ⑵ 上杉謙信
たけ だ しんげん まつながひさひで

⑶ 武田信玄 ⑷ 松永久秀

解答… ⑴

いもうと いち かた お う み

解説 織田信長の妹・お市の方は、近江の浅井
とつ りょう け かんけい

長政に嫁いでいました。これは両家の関係
りょうこう けっこん ふる

を良好にするための結婚でしたが、長政は古くから
つ あ じゅう し てき

付き合いのある朝倉家との関係を重視し、信長と敵
たい いか おお

対しました。信長の怒りは大きく、姉川の戦いでは
みずか

自ら浅井軍と戦いま
した。ところが、浅

ゆうもう ぶ しょう

井軍の勇猛な武将た
じん

ちに織田方の陣は
つぎつぎ やぶ

次々と破られ、徳川
そくめん きゅうえん

軍の側面からの救援
なん しょう り

によって何とか勝利
え

を得ることができま
した。この3年後に
は浅井・朝倉氏は信

ほろ

長によって滅ぼされ
てしまいます。

浅井長政像
こう や さん じ みょういん い と

（高野山持明院／和歌山県伊都郡高野町）
しょうれん じ や はぎ

岡崎信康像（勝連寺／岡崎市矢作町）
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問題43
えいよう か ひ も けいたい べん り

栄養価が高くて日持ちがよく、携帯にも便利なた
ひょうろう

め、家康公や三河武士たちが兵糧として携帯した
とくさん

といわれる岡崎の特産品とはなんでしょうか？
あわゆき

⑴ 淡雪とうふ ⑵ いがまんじゅう
はっちょう み そ

⑶ かりんとう ⑷ 八丁味噌

解答… ⑷

はやかわ け おお た か でん

解説 早川家と太田家の「家伝」によれば、八丁
せいぞう むろまちしょ き つた

味噌の製造は室町初期とも伝えられていま
や は ぎがわ しゅううん り よう げんりょう だい ず しお

す。矢作川の舟運を利用して、原料となる大豆や塩
にゅうしゅ ふくりゅうすい ほう ふ

が入手しやすく、また伏流水を豊富に利用できるこ
づく さか むら

とで味噌作りが盛んになったのです。八丁村は岡崎
じょう ちか へいたん ち しょくにん まち

城からも近く、兵站地として職人たちの町でした。
きょうきゅう かい

八丁味噌も兵糧として供給されたのでしょう。「改
せい み かわこう ふ ど き ひとことざか かっせん

正三河後風土記」には、一言坂の合戦で、家康公が
はままつ に

浜松城に逃げ
もど さい ば じょう

戻る際、馬上
だっぷん

で脱糞したの
や み そ

を「焼き味噌
べん かい

だ」と弁解し
よう す えが

た様子が描か
れています。

問題44
りょうない つう か

元亀3年（1572年）、領内を通過しようとする武田信玄
み かた が はら いど

を追い、三方ヶ原で戦いを挑み大敗した家康公は、本
ぞう しょうぞう が か

城に逃げ帰った後、「しかみ像」と呼ばれる肖像画を描
かせていますが、なんのために描かせたのでしょうか？

さいきょう

⑴ 戦国最強の武田信玄と戦った記念にするため
たんりょ いまし

⑵ 自分の短慮を戒めるため
どうめいしゃ

⑶ 自分の苦労を同盟者の信長に伝えるため
⑷ この絵を燃やすことでいやな思い出を消したかったため

解答… ⑵

せいしき せんえき

解説 正式には「三方ヶ原戦役画像」といいます。
たいぐん か

武田信玄の大軍と戦うことについては、家
しん なか はんたい とな もの おお

臣の中にも反対を唱える者が多くいました。しかし
わか ぐんぜい つよ わ

若い家康公は、「武田の軍勢がいかに強くとも、我
じょう か じゅうりん す ご ぶ もん はじ

が城下を蹂躙するのを見過ごすは武門の恥」と、家
かんげん き

臣たちの諫言を聞こうとはし
けっ か

ません。その結果、三方ヶ原
ゆうのう

で信玄に大敗、多くの有能な
うしな

家臣を失ってしまったのです。
浜松城に戻った家康公は、そ

とき しょうすい え し

の時の憔悴した様子を絵師に
い ご

描かせ、これ以後の自分へ戒
つね せんじょう じ さん

めとして常に戦場に持参した
つた

と伝えられています。八丁味噌の樽（岡崎市八帖町） しかみ像石像（岡崎公園）
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問題45
か しん はか

三方ヶ原の戦いで戦死した数十名の家臣たちの墓
く よう

をたてて供養した岡崎の寺で、幼い頃の家康公が
もとじゅく

愛用した文具なども所有する本宿にある寺はどれ
でしょうか？

こうちゅう せいがん

⑴ 広忠寺 ⑵ 誓願寺
だいじゅ ほうぞう

⑶ 大樹寺 ⑷ 法蔵寺

解答… ⑷

れき し ふる たいほう

解説 この寺の歴史は古く、大宝元年（701年）、
ぶん ぶ てんのう ちょくがん ぎょう き ひら

文武天皇の勅願により行基によって開かれ
つた とうしょ じ ごう しゅっしょう

たと伝えられます。当初は寺号を「出生寺」といいま
まつだいらちかうじ しんこう あつ じ だい おお

したが、松平親氏の信仰が厚く、この時代に多くの
どう う さいけん あらた

堂宇が再建され、寺号も法蔵寺と改められました。
じ かく たか がくもんじょ だんりん し

寺格も高く、学問所としての「檀林」として知られて
さまざま でんしょう ぶん か ざい

います。寺内には様々な伝承による文化財がありま
とく ようしょう し よう つくえ

すが、特に家康公が幼少のころ使用したという机や
すずり

硯などの文具や、
せんえき

三方ヶ原戦役で
な ぶ し

亡くなった武士
とうぐん

たちの供養塔群、
いちぞく

松平一族の墓な
どがあります。

問題46
てんしょう ながしのじょう

天正3年（1575年）、家康公は岡崎城から長篠城へ
しゅつじん と ちゅう せんしょう き がん

出陣の途中、ある寺で戦勝祈願をしましたが、そ
じ ぞう ぼ さつ よ

の帰り道、地蔵菩薩に呼び止められました。びっ
かげ し かく

くりして振り返ると、ちょうど大杉の陰から刺客
い いのちびろ

が矢を射ようとしていたところで、あやうく命拾
み かえ

いをしたという「家康公見返りの大杉」伝説が残る
この岡崎の寺はどこでしょうか？

しんぷく ずいねん

⑴ 真福寺 ⑵ 随念寺
てんおん ほうらい

⑶ 天恩寺 ⑷ 鳳来寺

解答… ⑶

むろまち しょうぐん あしかがよしみつ そうけん

解説 室町三代将軍・足利義満による創建とさ
へんがく じきひつ つた

れ、寺号の扁額などは義満直筆のものと伝
えられています。足利将軍家、また家康公の信仰も

けいちょう ごく じ りょう あん

厚く、慶長7年（1602年）にはおよそ80石の寺領を安
ど さんもん ぶつでん くに じゅうよう し てい

堵されました。山門と仏殿は国の重要文化財に指定
ば しょ

されています。家康公を大杉の場所で呼び止め、振
とう じ ほんぞん

り返らせたと伝わる地蔵菩薩は当寺の本尊でもあり、
さきごろ とう ぶ ない ぶ ちょう さ おこな

先頃、頭部内部の調査が行
なか きょうづつ

われました。中からは経筒
がんもん ぼくしょ きょうもん き

や願文、墨書の経文など貴
ちょう はっけん

重なものが発見され、地蔵
ざ ぞう し

菩薩座像は市の文化財に指
定されました。三方ヶ原戦没者供養塔群（法蔵寺／岡崎市本宿町）

かたよせ

天恩寺（岡崎市片寄町）
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問題47

天正3年（1575年）、織田・徳川の連合軍が、長篠
ぶ き さんだん う しんせんぽう

の合戦で、ある武器の三段撃ちの新戦法を使った
といわれますが、ある武器とはなんでしょうか？

たいほう

⑴ 石つぶて ⑵ 大砲
ひ なわじゅう ひ や

⑶ 火縄銃 ⑷ 火矢

解答… ⑶

ただ し た ら

解説 長篠の合戦は、正しくは「長篠・設楽が
はら よ

原の合戦」と呼ばれています。織田・徳川
ぜんちょうやく ば

の連合軍が、設楽が原に全長約2キロにわたる「馬
ぼうさく もう ちょう わ れんしゃ

防柵」を設け、三千挺の火縄銃を三段に分けて連射
たけ だ あっとう ゆうめい

し、武田軍を圧倒したことで有名です。しかしこの
せつ かずかず い ろん こんきょ

説には数々の異論があります。その根拠となってい
し りょう しんぴょうせい たか しんちょうこう き

るのは、史料として信憑性の高い「信長公記」に、「一
こうせい ふ き すう じ よこ

千挺」（後世の付記とみられる「三」という数字が横に
ちい か

小さく書か
れ て い ま

しる

す）と記さ
れているこ
とです。

問題48
あい て たいしょう

長篠の合戦の相手の大将はだれでしょうか？
うえすぎけんしん

⑴ 武田信玄 ⑵ 上杉謙信
ほうじょううじまさ たけ だ かつより

⑶ 北条氏政 ⑷ 武田勝頼

解答… ⑷

な あと あと つ けっ き さか

解説 信玄亡き後、跡を継いだ勝頼は血気盛ん
わかもの とおとうみ み かわ しんしゅつ

な若者で、さかんに遠江や三河に進出して
とく きょてん

きました。特に、三河については、拠点となる長篠
だっかん たい

城を家康公によって奪還されてから、1万5千の大
ぐん こうげき えんぐん

軍をもって攻撃しました。しかし、織田信長の援軍
たいりょう てっぽう かいめつ ちか はいぼく きっ い ご

と大量の鉄砲によって壊滅に近い敗北を喫し、以後
か しん しんらい うしな

家臣たちの信頼を失うことになります。

長篠古戦場祭り（新城市） 武田勝頼像（高野山持明院／和歌山県伊都郡高野町）
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問題49

天正7年（1579年）、家康公は信長から、妻と長男
しょだん めい ないつう

の処断を命じられました。二人が敵と内通してい
うたが

ると疑われたためだといわれますが、だれと内通
していると疑われたのでしょうか？

⑴ 明智光秀 ⑵ 足利義昭
⑶ 武田勝頼 ⑷ 毛利輝元

解答… ⑶

のぶやす おかざきじょう じょうしゅ

解説 家康公の長男・信康は、岡崎城の城主と
ういじん は ぶ せつじょう かんらく

して初陣を果たし、武田方の武節城を陥落
ぶ ゆう たいへんすぐ いっ

させました。その武勇は大変優れていましたが、一
ぽう そ ぼう ふ ま

方で粗暴な振る舞いもあったようです。信康の妻・
とくひめ ちち む はは つきやま

徳姫は、父の信長に向けて信康やその母である築山
どの ふ まん うった なか

殿への不満を12ヶ条にわたって訴えました。その中
いちぶん

に二人が武田勝頼に内通しているとの一文があった
さか い ただ

のです。酒井忠
つぐ おお く ぼ

次、大久保忠世
べんめい

の二人が弁明の
し しゃ は けん

使者として派遣
されましたが、
信長は家康公に
たい

対し、信康と築
しょぶん よう

山殿の処分を要
きゅう

求してきました。

問題50
せっぷく

徳川家のため、やむを得ず切腹したといわれる長
くびづか じ しゃ

男・信康の首塚がある岡崎の寺社はどこでしょう
か？

い が はちまんぐう だいじゅ じ

⑴ 伊賀八幡宮 ⑵ 大樹寺
わかみやはちまんぐう や ばしらじんじゃ

⑶ 若宮八幡宮 ⑷ 八柱神社

解答… ⑶

解説 信長から長男・信康と正室・築山殿の処分
はい

を要求された家康公は、岡崎城に入り信康
おおはま たいきょ ご か しん

を大浜に退去させました。その後、家臣たちから信
しょかん と や き しょうもん だ

康との書簡のやり取りを止める起請文を出させるな
い し しめ とおとうみほり

ど、信康処断の意思を示しました。その後も遠江堀
え ふたまた み がら うつ さい ご じ

江城、二俣城と身柄を移しましたが、最後は信康自
しん み けっぱく い のこ

身が身の潔白を言い残しながら切腹して果てたので
ただ ぎ ふ とど

す。その首は直ちに岐阜の信長のもとに届けられま
したが、岡崎
じょうだい

城代であった
いし かわ かず まさ

石川数正に
よって、若宮

ほうむ

八幡宮に葬ら
れました。

信康初陣の武節城址（豊田市稲武） 信康首塚（若宮八幡宮／岡崎市朝日町）
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問題51
ぎ せい むす こ ゆる

自分が犠牲になることで息子の信康が許されるこ
いの

とを祈り、命を捨てたといわれる家康公の妻（正
室）の首塚がある岡崎の寺社はどこでしょうか？

⑴ 伊賀八幡宮 ⑵ 大樹寺
⑶ 若宮八幡宮 ⑷ 八柱神社

解答… ⑷

どうよう たけ だ し ないつう うたが

解説 信康と同様に、武田氏との内通を疑われ
つきやまどの めいれい

た家康公の正室・築山殿は、家康公の命令
き ころ ぞくせつ

で斬り殺されたというのが俗説になっています。た
し りょう な ふうぶん あくさい

だ、そのような史料は無く、風聞のみで悪妻とされ
ざんねん ひく ま じゅう い

ているのは残念です。「曳馬拾遺」という史料によれ
か しん のこ

ば、家康公の家臣が残
き ろく

した記録として、築山
はままつじょう む さい

殿が浜松城に向かう際、
しにしょうぞく

すでに「死装束」であっ
みずか

たとあります。自らの
た

命を絶つことで、信康
じょめいたんがん

の助命嘆願をしたので
おも

はないかと思われます。
のぶなが

その首は信長のもとに
とど のち いしかわかず

届けられた後、石川数
まさ

正によって八柱神社に
ほうむ

葬られました。

問題52
めつぼう

天正10年（1582年）、武田氏を滅亡させ、家康公は
み かわ とおとうみ

信長より一国を与えられ、三河・遠江と合わせて
だいみょう りょう

3ヶ国の大名となりました。与えられた新しい領
ち

地はどこでしょうか？
い ず か い

⑴ 伊豆 ⑵ 甲斐
す る が み の

⑶ 駿河 ⑷ 美濃

解答… ⑶

さい ご きょてん

解説 武田氏にとって遠江最後の拠点ともいえ
たかてんじん かんらく かつより きゅうしんりょく

る高天神城が陥落すると、勝頼の求心力は
よわ り はん で はじ

ますます弱まり、離反する家臣も出始めました。家
しんしゅつ み のぶ あなやまばいせつ み かた

康公は駿河に進出し、さらに身延の穴山梅雪を味方
ひ い ぐん すす いっぽう お だ

に引き入れ、甲斐に軍を進めました。一方、織田信
ちょうなん のぶただ しな の しんこう たかとお す わ

長は長男の信忠を信濃に侵攻させ、高遠城から諏訪
こうりゃく に

へ、そしてついに甲斐を攻略させました。勝頼は逃
ば うしな てんもくざん さい し じ がい つづ

げ場を失い、天目山で妻子もろとも自害、400年続
いた武田氏も滅亡

ご

しました。その後、
家康公は信長より
駿河一国を与えら
れました。

築山御前首塚（八柱神社／岡崎市欠町） 高天神城址（掛川市）
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問題53
ほんのう じ へん

天正10年（1582年）、京都で本能寺の変がおこり、
あけ ち みつひで まね かみ

信長が明智光秀に殺されたとき、信長に招かれ上
がた かんさい りょこうちゅう

方（関西）を旅行中だった家康公はどこにいたで
しょうか？

こう べ

⑴ 京都 ⑵ 神戸
こう や さん さかい

⑶ 高野山 ⑷ 堺

解答… ⑷

お

解説 本能寺の変が起きたのは、天正10年（1582
そうちょう

年）6月2日早朝でした。信長がわずかな
とも ひ つ はい

供を引き連れ、本能寺に入ったのは5月29日（この
とし れき さいよう よく

年はグレゴリオ暦が採用された年で、5月29日の翌
じつ ぜ せい

日は6月1日に是正されています）。翌6月1日に
く げ よ ちゃかい もよお

は40名ほどの公家を呼び茶会を催しました。家康公
いっこう にゅうきょう た ふし み みなと ふね

一行は、信長入京の日に京を発ち、伏見の港から舟
む

で堺に向かっ
かんが

たと考えられ
ます。本能寺

いっぽう

の変の一報を
う とき

受けた時は堺
す

で過ごしてい
ました。

問題54
いっこう いそ

本能寺の変を知った家康公の一行が、急ぎ岡崎に
かえ

帰ったコースはどれでしょうか？
い が い せ

⑴ 伊賀の山中を越え、伊勢からは船を使った
おおさか ふね

⑵ 大坂から船で三河に帰った
き い おうだん

⑶ 紀伊半島を横断して名古屋に出た
とうかいどう りく ろ もど

⑷ 東海道を陸路で戻った

解答… ⑴

よ

解説 「伊賀越え」と呼ばれている家康公一行の
き き し

危機です。信長の死を知った家康公は、明
いっせん まじ ち おんいん あと お

智勢と一戦を交え知恩院で後を追い死のうと考えた
ほん だ ただかつ せっとく おも

ようですが、本多忠勝らの説得によって思いとどま
さいたん とお

りました。その後は最短のコースを通って、まず岡
ついとう へい

崎に帰り、その後に追討の兵を起こそうと考えたの
や とう おお ちょくめん

です。伊賀越えは野盗も多く、多くの危機に直面し
ちゃ

ましたが、茶
や し ろう じ ろう

屋四郎二郎の
き てん はっとり

機転や、服部
はんぞう いち み

半蔵の一味の
たす

助けもあって、
ぶ じ

無事、伊勢の
しらはま

白浜までたど
つ

り着きました。
家康一行宿泊地「妙国寺」（堺市）

お とぎとうげ

伊賀越え「御斎峠」（伊賀市）
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問題55
りょう ち

本能寺の変のあと、家康公は信長の領地（もとは
武田の領地）だった2ヶ国を自分の領地にして5

しな の

ヶ国の大名となりますが、その2ヶ国とは、信濃
（長野県）とどこでしょうか？

い せ か い

⑴ 伊勢（三重県） ⑵ 甲斐（山梨県）
か わ ち の と

⑶ 河内（大阪府） ⑷ 能登（石川県）

解答… ⑵

は しばひでよし あけ ち みつひで う

解説 羽柴秀吉によって明智光秀が討たれたと
ほうこく う ぐんぜい

の報告を受け、家康公は軍勢を信濃と甲斐
む りょうこく

に向けました。信長の領地になったばかりの両国で
きゅう か しん ちゅうしん いっ き ひんぱつ たきがわ

は、旧武田の家臣を中心とした一揆が頻発し、滝川、
かわじり お だ がた しょう やぶ ついほう

川尻といった織田方の将はことごとく敗れて追放さ
ころ

れたり殺されたりしました。家康公はかねてより旧
すく だん ひ い

武田の家臣たちを救い、自分の家臣団に引き入れて
けい い

いた経緯も
あったので、

めぐ

甲斐国を巡る
ほうじょう し たたか

北条氏との戦
おさ

いも収まり、
いっきょ

一挙に5ヶ国
りょうゆう

を領有する大
大名になった
のです。

問題56
のぶかつ

天正12年（1584年）、信長の二男・信雄と家康公の
こうけいしゃ ねら いくさ

連合軍が、信長の後継者を狙う秀吉と戦った戦は
どれでしょうか？

こ まき なが く て しず が だけ

⑴ 小牧・長久手の戦い ⑵ 賤ヶ岳の戦い
せき が はら ながしの

⑶ 関ヶ原の戦い ⑷ 長篠の戦い

解答… ⑴

しゅくてき しば た かついえ ほろ てん か びと かいだん

解説 宿敵の柴田勝家を滅ぼし、天下人の階段
のぼ

を登りはじめた秀吉にとって、5ヶ国の大
そんざい きょう い せいとう

名である家康公の存在は脅威でした。信長の正統な
しゅちょう

後継者を主張する二男の信雄は、家康公と連合し秀
たいこう はや やま じん

吉に対抗しました。家康公はいち早く小牧山に陣を
かま いぬやまじょう がくでん

構え、犬山城から楽田
お だ

に押し出してくる秀吉
たい じ

に対峙したのです。に
あ つづ じ

らみ合いが続くと、事
たい だ かい あせ

態を打開しようと焦っ
いけ だ つねおき もりながよし

た池田恒興や森長可
しんげん おかざき せ

らの進言で、岡崎を攻
めようとしましたが、
家康公はそれを長久手

う やぶ しょう り

で打ち破り勝利。この
わ ぼく

後、秀吉と和睦しまし
た。甲府城址（甲府市）

いろがねやま

色金山徳川本陣跡（愛知郡長久手町）
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問題57
か ろう じょうだい じゅう

天正13年（1585年）、家康公の家老で岡崎城代の重
しん いしかわかずまさ とつぜん

臣・石川数正が、突然、秀吉のもとに出て行きま
ぐんぽう

した。秀吉に徳川の軍法を知られてしまうため、
家康公はこれまでの軍法を大きく変えましたが、

せんごく ぶ しょう

どの戦国武将の軍法をみならって取り入れたので
しょうか？

⑴ 今川義元 ⑵ 上杉謙信
⑶ 織田信長 ⑷ 武田信玄

解答… ⑷

ぶ しょう

解説 家康公はみならうべき武将、武田信玄の
しゅっ

軍法を取り入れました。石川数正の岡崎出
ぽん たいへんなぞ おお かね ち い め

奔については大変謎が多いのですが、金や地位に目
くら おも とう じ とよとみ

が眩んでの出奔ではないと思われます。当時の豊臣
かんけい ひ じょう き けん じ たい おちい

と徳川の関係は非常に危険な事態に陥っていました。
なが く て しょう り なに

徳川方は長久手で勝利したことから、「秀吉何する
き ぶん か しんだん じゅうまん

ものぞ」という気分が家臣団にも充満していました。
き けん かんが

その危険を考えた数正
おもむ

が秀吉のもとに赴いた
い ご あさ

のでしょう。以後、朝
ひ ひめ けっこん おおまんどころ

日姫との結婚や大政所
げ こう

の岡崎下向など、秀吉
お

が折れているからです。

問題58
しん か

天正14年（1586年）、家康公を臣下にしたい秀吉は、
いもうと つま

自分の妹を家康公の妻にしました。家康公のふた
せいしつ

りめの正室（妻）となった秀吉の妹の名前はなんで
しょうか？

あさ ひ ちゃちゃ

⑴ 朝日 ⑵ 茶々
⑶ ねね ⑷ まつ

解答… ⑴

ひざまず

解説 家康公を自分のもとに跪かせたい秀吉は、
とつ

自分の妹である朝日姫を家康公に嫁がせま
さ じ し

した。朝日姫はすでに佐治氏のもとに嫁いでおり、
り えん ねんれい す

離縁させられての結婚でした。年齢も40才を過ぎ、
と ま はままつ

家康公も戸惑ったようです。浜松に嫁いだ朝日姫は
ひ び な く い

日々泣いて暮らしていたと言われますが、家康公は
はは お だい かた よ よ はな あい て

母の於大の方を浜松に呼び寄せ、話し相手にさせて
いたのではないかと
思われます。於大は

じ き

この時期のみ家康公
き ろく

のもとにいた記録が
のこ

残っているからです。
やさ いちめん

家康公の優しい一面
かい ま み

が垣間見えるようで
す。

石川数正の築城による松本城（松本市） 朝日姫（南明院／京都市）
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問題59
よめ れい

妹を嫁に出しても大坂城に来て臣下の礼をとらな
み ま しょう

い家康公に対し、秀吉は妹の見舞いと称して母・
おおまんどころ ひとじちどうぜん

大政所を人質同然に家康公のもとに送りました。
ふう ふ たいめん

家康公夫婦が大政所と対面した城はどこだったで
しょうか？

⑴ 大坂城 ⑵ 岡崎城
ぎ ふ

⑶ 岐阜城 ⑷ 浜松城

解答… ⑵

とき

解説 秀吉の母・大政所は、この時にはずいぶ
こうれい かんが

ん高齢になっていたと考えられます。岡崎
どうちゅう のち じょうしゅ た なかよしまさ けい ご

城への道中は、後に岡崎城主となる田中吉政が警護
にん あ き ろく とう

の任に当たったという記録があります。岡崎城に到
ちゃく むすめ かんどうてき たいめん は

着した大政所は娘と感動的な対面を果たしますが、
よう す み しゅっ し き

この様子を見て、家康公もついに大坂への出仕を決
めたようです。ただ、家

い

康公が大坂に行っている
あいだ じょうだい ほん だ しげ

間は、岡崎城代の本多重
つぐ おに さく ざ きび

次（鬼の作左）によって厳
かん し

しく監視され、そのこと
うら おも

を恨みに思ったようです。
ぎゃく い い なおまさ

逆にこのときの井伊直政
あつ

の厚いもてなしは、大政
こころ

所の心をほぐしました。

問題60
たいめん

家康公は大政所と対面したあと大坂城に行き、秀吉
しょだいみょう

に臣下の礼をとりました。そのとき家康公は諸大名
でん か

の前で、「私が来たからには、殿下（秀吉）には二度
いくさ へいてい

と戦をさせません。私が代わって日本を平定しま
す。」という意味で、秀吉が身につけていた“あるも

しょもう ほ

の”を所望した（欲しいと言った）というエピソード
がありますが、なにを所望したのでしょうか？

かたな かぶと じん ば おり はち ま

⑴ 刀 ⑵ 兜 ⑶ 陣羽織 ⑷ 鉢巻き

解答… ⑶

よる

解説 家康公が大坂へ到着すると、その夜、秀
しの おとず あ す

吉がお忍びで訪れました。明日、諸大名の
と こんがん つた

前で臣下の礼を取るよう、家康公に懇願したと伝え
とうじつ やくそく まも い

られています。当日、家康公はその約束を守り、居
なら あたま さ

並ぶ諸大名の前で深々と頭を下げ、臣下の礼を取り
とき ゆうめい いつ わ

ました。その時の家康公の有名な逸話が「陣羽織」の
はなし じ じつ い こう お だ わらほうじょう せ

話です。事実これ以降、家康公は、小田原北条攻め
せんじん き

においても先陣を切り、
かんとう だいかつやく

関東平定にも大活躍を
ちょうせん

しました。ただ、朝鮮
しゅっぺい かん はんたい

出兵に関しては反対の
たち ば つづ とくがわ

立場を取り続け、徳川
ぐん と かい

軍が渡海することはあ
りませんでした。井伊直政像（彦根城博物館／彦根市） 大坂城（大阪市）
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問題61

同じく天正14年（1586年）、家康公は遠江からどこ
きょじょう

に居城を移したでしょうか？
え ど お だ わら

⑴ 江戸城 ⑵ 小田原城
すん ぷ まつもと

⑶ 駿府城 ⑷ 松本城

解答… ⑶

ようしょう き たくま そだ

解説 家康公にとって、幼少期を逞しく育った
だい に こ きょう

駿府は第二の故郷でもあったのでしょう。
み かわ す る が か い しな の おさ

三河・遠江・駿河・甲斐・信濃の5ヶ国を治める家
ちゅうしん じゅうよう きょてん

康公にとって、駿府はその中心となる重要な拠点で
じょうかく せい び てんしゅかく ぞうえい

もありました。城郭を整備し、天守閣も造営しまし
か じ に ど しょうしつ のち

たが、火事により二度も焼失してしまいます。後に
いんきょ ご おお ご しょ す しず

隠居後も大御所として駿府で過ごしましたので、静
おか し ひと だいひょう

岡市の人たちにとっても家康公は「故郷を代表する
じんぶつ すうけい

人物」として崇敬されています。

問題62
せんぽう つと

天正18年（1590年）、家康公が先鋒を務めた、秀吉
へいていせん お だ わら せ

の最後の平定戦ともいえる小田原攻めの相手はだ
れでしょうか？

うえすぎかげかつ だ て まさむね

⑴ 上杉景勝 ⑵ 伊達政宗
ほうじょううじまさ も がみよしあき

⑶ 北条氏政 ⑷ 最上義光

解答… ⑶

そううん い らいかんとう

解説 小田原城を居城に、北条早雲以来関東の
ゆう くんりん

雄として君臨してきた北条氏ですが、氏政
とよとみ したが ほろ

が最後まで豊臣秀吉に従わなかったため、ついに滅
むすめ とくひめ ちゃく し

んでしまいました。家康公は娘の督姫を氏政の嫡子・
うじなお とつ とうしょ うら ぎ

氏直に嫁がせていたため、当初は裏切るのではない
うたが とくがわぐんみずか

かと疑われたようですが、徳川軍自らが先鋒を務め、
は つた

その疑いを晴らしたと伝えられます。督姫は氏直の
じょめい たんがん こう や さん る ざい

助命を嘆願し、そのかいあって高野山に流罪となり
ました。氏直

し きょ

が死去すると、
いけ だ てるまさ せい

池田輝政の正
しつ

室となり池田
はんえい もと

家繁栄の元を
きず

築きました。

駿府城（静岡市） 小田原城（小田原市）

岡崎 家康公検定2010 岡崎 家康公検定2010

66 67



問題63
さいちゅう くに が

小田原攻めの最中に、家康公は秀吉から国替えを
めい りょうごく

命じられましたが、新しい家康公の領国はどこで
しょうか？

かんとう

⑴ 京・大坂 ⑵ 関東6ヶ国
しんえつ

⑶ 信越4ヶ国 ⑷ 東北5ヶ国

解答… ⑵

む さ し さ が み い ず か ず さ しもうさ こうずけ

解説 武蔵・相模・伊豆・上総・下総・上野の
6ヵ国に国替えとなりました。これらの国

きゅうほうじょう し こくだか やく

は旧北条氏の領国でもあり、石高は約150万石から
ぞう か いっ き しんぱい

250万石に増加しましたが、一揆などの心配があり
とくがわ せいりょく よわ ねら

ました。徳川の勢力を弱めようとする秀吉の狙いが
い ほんきょ ち え ど

あったと言われています。家康公は本拠地を江戸と
さだ しゅうへん しゅようきょてん そっきん じゅうしん はい ち

定め、周辺の主要拠点には側近や重臣たちを配置し
ぼっぱつ ふせ

ました。一揆の勃発を防ぐために、これまでの北条
みんせい

氏の民政をで
とうしゅう

きるだけ踏襲
させ、さらに
ぜい おさ かい

税を抑え、開
はつ じ ぎょう すす

発事業を進め、
ぜんせい きび

善政を厳しく
命じたのです。

問題64
のち

同じ年の8月1日、家康公は江戸城に入城。後に
ばく ふ さだ いわ ごと

幕府はこの日を特別な日として定め祝い事を行い
よ

ましたが、この日はなんと呼ばれたでしょうか？
げ し しょしょ

⑴ 夏至 ⑵ 処暑
だいあん はっさく

⑶ 大安 ⑷ 八朔

解答… ⑷

う い よ

解説 家康公の「江戸お打ち入り」と呼ばれてい
てんしょう ついたち

ます。天正18年（1590年）8月1日（朔日）に
けっこう しょうがつ つ

決行したので「八朔」と言いますが、幕府は正月に次
たいせつ かく ち もよお

いで大切な日と定め、この日には祝い事が各地で催
ふる

されたようです。家康公は江戸城に入ると、古びた
しゅうちく あとまわ ち ぎょうわり けん ち まちわり かん

城の修築は後回しにし、知行割・検地・町割・灌
がい ち すい た ほうめん わた けいえい せっきょくてき

漑・治水など多方面に渡る領国経営を積極的に行い
けっ か こ きょう おかざき はじ

ました。その結果、江戸には故郷の岡崎を始め、各
おお

地から多く
しょうにん しょく

の商人や職
にん あつ

人が集まり、
とう じ せ かいいち

当時世界一
だい と し

の大都市に
せいちょう き

成長する基
そ きず

礎を築いた
のです。

慶長江戸図（東京都中央図書館／港区） 江戸名所図会八朔（江戸東京博物館／墨田区）
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問題65
くに が とよとみ じゅう

家康公の国替えにより岡崎城主となった豊臣の重
しん せっきょくてき

臣で、岡崎のまちづくりを積極的に進め、二十七
まが かご

曲りのもとをつくり、現在、岡崎中心部にある篭
た せきぞう た ぶ しょう

田公園の前に石像が建つ武将はだれでしょうか？
いし だ みつなり た なかよしまさ

⑴ 石田三成 ⑵ 田中吉政
ふくしままさのり ほん だ やすしげ

⑶ 福島正則 ⑷ 本多康重

解答… ⑵

かんぱく ひでつぐ しゅくろう もっと じゅうよう ち い

解説 関白豊臣秀次の宿老（最も重要な地位の
か ろう ひでよし しんらい

家老）であった田中吉政は、秀吉の信頼も
あつ にし お

厚い武将でした。岡崎・西尾の城主として8万石ほ
こくだか ゆう てんしゅかく

どの石高を有していました。吉政は岡崎城天守閣の
けんせつ はじ そうぼり かいさく そうがま よ

建設を始めとして惣堀を開削し、「惣構え」と呼ばれ
ぶ け しょう か と こ

る、武家や商家を取り込
じょうかく

んだ城郭を建設したので
ひがし

す。岡崎城郭の東には「籠
そうもん にし まつ ば

田総門」、西には「松葉総
もう

門」を設け、現在もその
あと いし

跡に石のモニュメントや
せき ひ

石碑が建っています。ま
らんりゅう や は ぎがわ ちくてい

た乱流する矢作川の築堤
こう じ わす

工事を進めたことも忘れ
ぎょうせき

てはならない業績の一つ
です。

問題66
ぶんろく ちょうせんしゅっぺい ぶん

文禄元年（1592年）、秀吉が起こした朝鮮出兵（文
ろく えき しゅつじん

禄の役）で、家康公はどこまで出陣したでしょう
か？

⑴ 朝鮮の平壌（ピョンヤン）
⑵ 朝鮮の漢城（ソウル）
⑶ 朝鮮の釜山（プサン）

ひ ぜん な ご や から つ し

⑷ 肥前・名護屋（佐賀県唐津市）

解答… ⑷

解説 文禄元年（1592年）、家康公は1万5千の
へい ひき とうちゃく

兵を率いて肥前・名護屋城に到着しました。
ち す

これよりおよそ1年半、この地で過ごすことになり
おも やく め まえ だ としいえ とも けい ご

ますが、主な役目は前田利家と共に名護屋城を警護
たけ まる

する役目であったようです。名護屋城の「竹の丸」に
ほんじん お みんこく らいしゅう そな つた

本陣を置き、明国の来襲に備えたと伝えられていま
ひでより たんじょう いったん ひ

す。文禄2年、秀頼が誕生すると秀吉は一旦兵を引
あ

き揚げることにし
ました。家康公ら

したが きょう

もこれに従って京
もど

まで戻りました。
い ご けいちょう

これ以後、慶長の
役では名護屋城に
おもむ

赴くことはありま
せんでした。田中吉政石像（岡崎市籠田町） 家康公本陣竹の丸跡（名護屋城／唐津市）
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問題67

文禄2年（1593年）、家康公は文禄の役に出陣中と、
こうめい じゅがくしゃ

江戸に帰ってからの2度にわたり、高名な儒学者
まね じょうがんせいよう とう こうてい たいそう げんこうろく こう

を招き「貞観政要（唐の皇帝・太宗の言行録）」を講
じさせました。この儒学者はだれでしょうか？

ちゃ や きよのぶ てんかい

⑴ 茶屋清延 ⑵ 天海
ふじわらせい か ほん あ み こうえつ

⑶ 藤原惺窩 ⑷ 本阿弥光悦

解答… ⑶

きんせい そ えい

解説 近世儒学の祖といわれた儒学者です。永
ろく ひょう ご けん み き し れいぜい け

禄4年（1561年）、兵庫県の三木市に冷泉家
こ う きょう のぼ しゅ し がく ろうそう し そう まな

の子として生まれ、京に上り朱子学や老荘思想を学
のち きょうがく は よ どく じ たいせい

びました。後に京学派と呼ばれる独自の儒学を大成
させます。家康公は惺窩
から「貞観政要」を学びま

おし こんかん

した。この教えの根幹に
しゅせい かんが

あるのは「守成」という考
かた たみ あんしん あんぜん

え方で、民の安心・安全
い せいしゃ まも ぬ

を為政者として守り抜く
い み

という意味です。家康公
てつがく ふか かんめい

はこの哲学に深く感銘し、
し かん つよ ようせい

仕官を強く要請しました
こ じ か

が、惺窩は固辞し、代わ
こうてい はやし ら ざん

りに高弟である林羅山を
すいきょ

推挙したのです。

問題68
ふし み たいざいちゅう ちょめい

文禄3年（1594年）、家康公は伏見に滞在中、著名
けんごう しんかげりゅう おう ぎ でんじゅ

な剣豪から「新陰流」の奥義を伝授されますが、そ
れはだれでしょうか？

い とういっとうさい さ さ き こ じ ろう

⑴ 伊藤一刀斎 ⑵ 佐々木小次郎
みやもとむ さ し やぎゅうせきしゅうさい

⑶ 宮本武蔵 ⑷ 柳生石舟斎

解答… ⑷

けいしょうしゃ むねよし

解説 柳生新陰流の継承者で、柳生石舟斎宗厳
たか

といいます。文禄3年（1594年）、京都の鷹
が みね む とう ど ごく い

ヶ峰にいた石舟斎から「無刀取り」の極意を学んだと
ぶ し かたな ぬ

伝えられます。これは武士として、むやみに刀を抜
あい て しょう り

くことなく相手に勝利する極意であり、武士による
せいけん へい わ こっ か つく あ し そう げん

政権でありながら平和な国家を創り上げる思想の原
てん どうよう

点ともなりました。家康公は藤原惺窩と同様に強く
もと こうれい り ゆう ことわ

仕官を求めましたが、高齢を理由に断られてしまい
ました。代わ
りに仕官をし
たのが石舟斎
の五男である、

むねのり

柳生宗矩です。

藤原惺窩像（三木市） 柳生石舟斎「一刀石」（柳生の里／奈良市）
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問題69
しょだいみょう たから じ まん

秀吉が、家康公をはじめ諸大名を集めて「宝自慢」
をしたときのこと、家康公が自分の「宝」だと答え
たものはなんだったでしょうか？

いのち お か しん

⑴ 自分のためには命を惜しまない家臣
はつはな ちゃ き

⑵ 初花の茶器
び ぜんおさふね めいとう

⑶ 備前長船の名刀
なんばん と らい つぼ

⑷ 南蛮渡来の壺

解答… ⑴

とくがわ ふ だい ほうろく けっ おお

解説 徳川譜代の家臣たちの俸禄は、決して多
い ふ

いとは言えませんでしたが、そのことを不
まん おも もの つね

満に思う者はほとんどいませんでした。これは、常
ひ ごろ じ しん がくもん ぶ どう たんれん そ い そ しょく

日頃から家康公自身が学問、武道の鍛錬、粗衣粗食
こころ そっせんすいはん

に心がけ、率先垂範したからでしょう。ドラマなど
ごう か しょく じ

で豪華な食事を惜しげもな
しょく すがた おお あやま

く食している姿は大きな誤
ほん だ ただかつ い

りです。本多忠勝はその遺
くん ぶ し どう てき

訓で、「武士道とは、敵の
くび あ

首を上げることではなく、
しゅくん かたわら し とも

主君の傍で死を共にするこ
の

とだ」と述べています。こ
のような家臣が家康公に
とっての「宝」であったので
しょう。

問題70
そくしつ よどどの

文禄4年（1595年）、家康公は、秀吉の側室・淀殿
ひでただ よめ むか

の妹を三男・秀忠の嫁に迎えました。2011年のＮ
たい が ひめ せんごく

ＨＫ大河ドラマ「姫たちの戦国」の主人公でもある
この女性はだれでしょうか？

ごう お ごう ぎん

⑴ お江（小督） ⑵ お吟
はつ かずのみや

⑶ お初 ⑷ 和宮

解答… ⑴

べっしょう え よ

解説 お江にはいくつもの別称があり、お江与
よ しょうぐん

とも呼ばれます。これは二代将軍・秀忠に
とつ え ど あた い み な づ

嫁ぎ、「江戸に与えられた」という意味で名付けられ
あざ い さん し まい ながまさ いち かた

たともいわれます。浅井三姉妹（長政とお市の方の
こ すえむすめ ちょう し よどどの じ し きょうごく

子）の末娘で、長姉は秀吉の側室・淀殿、次姉は京極
たかつぐ つま あいだ じょ し

高次の妻・お初です。秀忠との間には五人の女子と
だん し いえみつ

二人の男子を設けました。長男が三代将軍・家光で
くに ち よ

すが、二男の国千代
か わい たけ ち よ

を可愛がり、竹千代
う ば かすがの

（家光）の乳母、春日
つぼね たいりつ

局と対立したことで
ゆうめい

有名です。家康公が
あ こ そだ

お江に宛てた子育て
て がみ

についての手紙が
ていきんじょう のこ

「庭訓状」として残さ
れています。

本多忠勝像
い す み おお た き

（良玄寺／千葉県夷隅郡大多喜町） お江（養源院／京都市）
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問題71
ぶ け せい じ あいどく

武家政治を学ぶため、家康公が手元に置いて愛読
かまくらばく ふ れき し しょ

していた本で、鎌倉幕府が制作した歴史書はなん
でしょうか？

あ づまかがみ こ じ き

⑴ 吾妻鏡 ⑵ 古事記
かいたいしんしょ だい に ほん し

⑶ 解体新書 ⑷ 大日本史

解答… ⑴

ひら ぶ し せいけん かくりつ みなもとの

解説 鎌倉幕府を開き武士政権を確立させた源
よりとも そんけい けいちょう

頼朝を尊敬する家康公は、慶長9年（1604
へんさん しゃほん

年）に『吾妻鏡』（鎌倉幕府が編纂した歴史書）の写本
にゅうしゅ じ しん

の一つを入手すると、自身の愛読書とするだけでな
よくねん ふし み ばん き かつ じ もち あづま

く、翌年には伏見版の木活字を用い、タイトルを『東
かがみ しんかん しゅっぱん おこな りょう ち

鏡』とした『新刊吾妻鏡』の出版を行いました。領地
りょうみん し はい だいみょう

をもち領民を支配する大名や武士たちにもこの本に
ふ

触れてもら
いたかった
のです。家

こころざし

康公の志は
ご う

その後も受
つ

け継がれ、
はん ぎ ばん

版木版の吾
妻鏡も出版
されました。

問題72
とよとみせいけん うんえい まえ だ としいえ もう り てる

豊臣政権を運営した家康公や、前田利家、毛利輝
もと

元など有力な5人の大名のことをなんと呼ぶで
しょうか？

ご せっ け ご だいじん

⑴ 五摂家 ⑵ 五大臣
ご たいろう ご ちゅうろう

⑶ 五大老 ⑷ 五中老

解答… ⑶

もんだいちゅう う き た ひでいえ うえすぎかげかつ

解説 問題中の3人に宇喜多秀家、上杉景勝を
くわ じつ む

加えた5人が五大老です。豊臣政権の実務
ご ぶ ぎょう と こ もん

は五奉行が執っていたので、五大老は顧問のような
ぶんろく よどどの ひでより しゅっさん

ものでした。文禄2年（1593年）に淀殿が秀頼を出産
ひでよし じっ し けいしょう こ しつ

すると、秀吉は実子秀頼への政権の継承に固執する
ようになり、文禄4年

こうけいしゃ

にそれまで後継者とし
かんぱくひでつぐ こう や

ていた関白秀次を高野
さん せっぷく いちぞくぜん

山で切腹させ、一族全
いん し けい

員を死刑にしました。
慶長3年（1598年）にな

きゅう たいりょく

ると、秀吉は急な体力
おとろ なや

の衰えに悩み、五大老
せい ど もう

の制度を設け、秀頼へ
ちゅうせい ちか

の忠誠を誓わせたので
す。

源頼朝生誕地碑（名古屋市熱田区） 前田利家像（金沢市）
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問題73
けいちょう ちょうせん な

慶長3年（1598年）、第2次朝鮮出兵中に秀吉が亡
くなり、家康公は、朝鮮で戦っていた兵をどうし
たでしょうか？

そうこうげき

⑴ 急いで総攻撃をさせた
⑵ すぐに引きあげさせた
⑶ そのまま守らせた

ぶ しょう

⑷ 武将たちの自由にさせた

解答… ⑵

ぼつ ご さいだい けんあん しん

解説 秀吉没後、家康公の最大の懸案が朝鮮侵
りゃく あと し まつ そうきゅう てっぺい ひつよう

略の後始末でした。早急な撤兵が必要とな
とき は へい そうすう こ こん

りましたが、この時の派兵は総数14万人を超え、混
らんかい ひ し ひ みつ じゅうぐん しょ

乱回避のため秀吉の死は秘密にされ、朝鮮従軍の諸
しょう さくせんへんこう てったい つ

将には作戦変更による撤退とだけ告げられました。
ぶんろく えき せん し しゃ ごうけい すいそく

文禄・慶長の役の戦死者は合計7万人と推測され、
とう じ じんこう すいてい ひ かんが

当時の人口が推定1，200万人ですから、人口比で考
げんざい

えると現在では70
万人が戦死したこ

しゃかい

とになり、社会に
あた えいきょう じんだい

与えた影響は甚大
でした。もちろん、
せんじょう り し

戦場となった李氏
ひ がい み

朝鮮国の被害は未
ぞ う

曽有のものです。

問題74
ご ぶ ぎょう ひっとうかく たいりつ

秀吉の死後、五奉行の筆頭格で、家康公と対立し
たのはだれでしょうか？

いし だ みつなり か とうきよまさ

⑴ 石田三成 ⑵ 加藤清正
しま づ よしひろ とよとみひでより

⑶ 島津義弘 ⑷ 豊臣秀頼

解答… ⑴

つか とよとみせいけん じつ む にな

解説 13才で秀吉に仕え豊臣政権の実務を担っ
てきた石田三成にとって、秀吉亡き後の家

そんざい じゃ ま のぶなが めいゆう

康公の存在は邪魔なものでした。信長、秀吉の盟友
いち じ だい きず きょだい おさな

として一時代を築いた家康公の存在は巨大で、幼い
ひでより ちょうてん あんてい はい

秀頼を頂点とする政権を安定させるには家康公を排
じょ かんが まえ た

除するしかないと考えたのです。その三成の前に立
ちはだかったのが、

ふくしままさのり

加藤清正や福島正則
ら豊臣七武将です。
いのち

命がけの朝鮮出兵を
あんぜん ば しょ

安全な場所にいた三
ひ ぼう

成が誹謗したこと、
せいさい きたのまんどころ

秀吉正妻の北政所を
ないがしろにするこ

ゆる

とは許せませんでし
た。

朝鮮出兵の名護屋城跡（唐津市）
りょうたん じ

石田三成像（龍譚寺／彦根市）
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問題75
ふし み じょう せんらん

慶長4年（1599年）、伏見城にいた家康公は、戦乱
きょういく

の世を平和に変えるために教育の必要性を思い、
あることを始めました。あることとはなんでしょ
うか？

ぶ き かいしゅう ぼうえき

⑴ 武器の回収 ⑵ 中国との貿易
しゅっぱん こ ばん ちゅうぞう

⑶ 本の出版 ⑷ 小判の鋳造

解答… ⑶

じょうがんせいよう こう

解説 家康公が出版した本は『貞観政要』や『孔
し け ご ぜんせい じゅがく

子家語』など善政や儒学についての本でし
せんごく じ だい つづ げんいん ぶ しょう

た。戦国時代が130年も続いた原因は、武将たちが
りん り どうとく し かんが

倫理や道徳を知らないからだと考えたのです。10万
あまり き かつ じ つく に ほんはつ だい き ぼ ほんかくてき

余の木の活字を作り、日本初の大規模で本格的な活
おこな

字出版を行いました。こ
とき ふし み ばん

の時の本を『伏見版』とい
います。また、慶長12年

どう

（1607年）からは銅の活字
ちゅうぞう

を10万余鋳造し、こちら
す る が よ

は『駿河版』と呼ばれてい
はじ じょう

ます。日本で初めての情
ほうかくめい

報革命は家康公によって
な と

成し遂げられたのです。

問題76
ひょうちゃく

慶長5年（1600年）、オランダ船リーフデ号が漂着。
こうかいちょう こうかい し

航海長のウイリアム・アダムス、航海士のヤン・
ヨーステンと大坂城で会った家康公は、彼らをど
うしたでしょうか？

がいこう そうだんやく え ど す

⑴ 外交の相談役として、江戸に住まわせた
ついほう

⑵ すぐに日本から追放した
おおさか しょけい

⑶ 大坂で処刑した
ながさき で じま と

⑷ キリスト教徒なので長崎の出島に閉じ込めた

解答… ⑴

じん

解説 ウイリアム・アダムスはイギリス人で、
ヤン・ヨーステンはオランダ人です。それ

なんばん どくせん

まで南蛮貿易を独占してきたポルトガルは、貿易と
ふ きょう ふ か ぶん たい

キリスト教の布教を不可分としたのに対し、プロテ
こっ か きん し

スタント国家のオランダとイギリスは、布教が禁止
たち ば

されても貿易ができればよいという立場をとったの
あい て

で、日本の貿易相手
こく

国はポルトガル、ス
ペインからオランダ、

きゅうそく

イギリスへと急速に
い

変わって行きました。
ヤン・ヨーステンの
やしきあと や え す ご げん

邸跡が八重洲の語源
です。

あんじん

ウイリアム・アダムス（日本名 三浦按針）像
（伊東市）駿河版銅活字（凸版印刷㈱蔵／文京区）
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問題77

慶長5年（1600年）、家康公の政治に反対し命令を
うえすぎかげかつ せいばつ

聞かない上杉景勝を征伐するため、家康公らが向
かったのはどこでしょうか？

あい づ えち ご

⑴ 会津 ⑵ 越後
さつ ま と さ

⑶ 薩摩 ⑷ 土佐

解答… ⑴

きょじょう しゅつ

解説 家康公が上杉景勝の居城がある会津に出
じん いし だ みつなり きょへい じ めい

陣すれば、石田三成の挙兵は自明のことで
れんらく と あ

した。景勝と三成は連絡を取り合っていたのです。
とうばつ しょじょう せいぐん だいみょう まわ

家康公討伐の書状を西軍の大名たちに回した三成が、
ま ち まつ あ ふし み る す い やく

先ず血祭りに上げたのは伏見城でした。留守居役の
とり い もとただ し おく そうぜつ

鳥居元忠は家康公に三成挙兵の知らせを送ると壮絶
さい ご と とも

な最期を遂げたのです。また三成は、家康公と共に
とよとみ さい し おおさか なんきん

会津に向かった豊臣大名たちの妻子を大坂城に軟禁
ひとじち

して人質とし
ほそかわ

ました。細川
ただおき ふ じん

忠興夫人のガ
ラシアは人質

し えら

より死を選び
や しき ひ はな

屋敷に火を放
ちました。

問題78
ふくしままさのり いけ だ てるまさ とよとみだいみょう

福島正則、池田輝政らの豊臣大名たちが、家康公
み かた とも

に味方して共に石田三成らと戦うことを決定した
ひょうじょう かい ぎ ち めい

評定（会議）を、その地名からなんというでしょう
か？

お だ わら お やま

⑴ 小田原評定 ⑵ 小山評定
はこ ね ふし み

⑶ 箱根評定 ⑷ 伏見評定

解答… ⑵

つ

解説 三成挙兵を家康公から告げられた豊臣大
こころ い じ ひでより おん こ

名たちの心は、秀吉の遺児・秀頼への恩顧
おも み がっ て たい いか あいだ

の思いと、三成の身勝手な挙兵に対する怒りの間で
ゆ うご か ぞく と かんたん

揺れ動きました。家族を人質に取られた大名は簡単
けつろん だ じゅうぶん し あん のち

に結論を出せません。充分な思案の後、福島正則が
くち び き し じ ひょうめい さな だ まさゆき のぞ

口火を切って家康公支持を表明し、真田昌幸を除く
ぜんいん き せき が はら

全員が家康公に味方することを決めました。関ヶ原
かっせん じょしょう

の合戦の序章
は豊臣大名た

く のう

ちの苦悩だっ
たのです。

伏見城模擬天守（京都市） 小山評定地碑（小山市）
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問題79
せき が はら かっせん さいちゅう み かた

関ヶ原の合戦の最中、どちらに味方するかはっき
せいぐん こ ばやかわひであき

りしない西軍の小早川秀秋に、家康公はあること
とうぐん ね がえ

をして東軍に寝返りをさせました。あることとは
なんでしょうか？

ど な

⑴ 味方になるよう家康公が怒鳴った
じん ち てっぽう う

⑵ 小早川軍の陣地に鉄砲を撃ちかけた
し てんのう ほん だ ただかつ せっとく

⑶ 徳川四天王の本多忠勝を説得に行かせた
か ぞく ひとじち

⑷ 小早川秀秋の家族を人質にした

解答… ⑵

ふ じん かなめ

解説 小早川軍が布陣していたのは合戦の要と
ば しょ やくそく

なる場所でした。家康公に味方すると約束
うご がわ つ

したのに小早川軍は動きません。西軍側に付くのな
ま せんめつ い し ひょう じ

ら先ず小早川軍を殲滅するという意思表示として鉄
い

砲を撃ちかけたのです。これにより小早川軍は意を
けっ いし だ みつなり せ

決し東軍側として石田三成の西軍に攻めかかりまし
た。これにより関ヶ原

おお

の合戦は大きく動き、
いくさ たいせい き

戦の大勢は決まりまし
しょう

た。関ヶ原の合戦の勝
り しゅん じ けつ

利は家康公の瞬時の決
だん さ よう

断が大きく作用したと
ゆ え ん

いわれる所以です。

問題80

関ヶ原の合戦が終わって5日後、家康公と三男の
ひでただ おお つ おこ

秀忠は大津にいましたが、家康公は秀忠を怒って
り ゆう

いて会いませんでした。家康公の怒っていた理由
はなんでしょうか？

けっせん

⑴ 関ヶ原の決戦に秀忠が間に合わなかったから
⑵ 秀忠の軍だけが西軍に負けていたから
⑶ 見ていただけで戦わなかったから

うら ぎ

⑷ 東軍を裏切って西軍に味方したから

解答… ⑴

おく り ゆう さな だ

解説 秀忠が関ヶ原の合戦に遅れた理由は真田
まさゆき おど しんしゅううえ だ じょう こうりゃく

昌幸の軍に踊らされ、信州上田城の攻略に
て ま ど に ほん

手間取っていたからでした。関ヶ原の合戦は日本の
み らい じゅうだい こうけいしゃ かんが

未来を決める重大な戦であるのに、後継者と考えて
けいちょう はんだん

いる秀忠が、事の軽重の判断ができなかったのが家
なさ ま ちが

康公には情けなかったのです。どこで判断を間違え
たのかを秀忠に考えさせ

どう じ

たのと同時に、東軍に付
だいみょう こう し こん

いた大名たちに、公私混
どう ひでよし まった ちが

同をする秀吉とは全く違
こうへい げんかく

う公平で厳格な家康公の
し せい しめ

姿勢を示したのです。

関ヶ原家康公本陣跡
（岐阜県不破郡関ヶ原町） 徳川秀忠像（松平西福寺／台東区）
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問題81
しょう り み かた だいみょう

関ヶ原の合戦で勝利した家康公は、味方した大名
りょう ち わ あた

に領地を分け与えますが、家康公がたくさん領地
を与えたのはどのような大名だったでしょうか？

いちぞく

⑴ 徳川家や松平家の一族
み かわ ぶ し

⑵ 三河武士
かんとう

⑶ 関東の大名
とよとみ け か しん

⑷ 豊臣家の家臣だったのに家康公に味方した大名

解答… ⑷

おお ちょうせん

解説 家康公に味方した豊臣大名の多くは朝鮮
しゅっぺい ひ へい み

出兵でひどく疲弊し、関ヶ原の合戦では身
がっ て いし だ みつなり う は ひでよし い じ

勝手な石田三成を討ち果たしたものの、秀吉遺児・
ひでより たい しゃくぜん おも のこ

秀頼に対する釈然としない思いが残っていました。
き も

家康公はその気持ちを
く

汲んで、豊臣大名への
おんしょう あつ

恩賞を厚くしたのです。
けいこう

恩賞でつながる傾向に
しんよう

ある豊臣大名から信用
ひつよう

されることが必要でし
はじ

た。三河武士を始めと
ふ だい

する譜代大名たちと家
あいだ ふか きずな な

康公の間に深い絆が無
ろんこう

ければ、こうした論功
こうしょう おこな

行賞は行えません。

問題82
けいちょう むす

慶長6年（1601年）、江戸と京・大坂を結ぶ東海道
せい び はじ かくしゅく ば なんとう

の整備を始めた家康公は、各宿場に何頭かの馬を
お さだ せい ど

置くように定めました。この制度をなんというで
しょうか？

か へい さ こく

⑴ 貨幣制度 ⑵ 鎖国制度
てん ま み ぶん

⑶ 伝馬制度 ⑷ 身分制度

解答… ⑶

つ じょうほう はこ

解説 馬を次いで宿場から宿場へ情報を運んだ
あんてい こっ か けんせつ

のが伝馬の制度です。安定した国家を建設
つうしんもう ふ か けつ どう じ かいどう

するには通信網の整備が不可欠です。同時に街道と
に ほん はじ ほんかくてき

宿場が整備され、日本で初めての本格的な情報通信
こうつう りゅうつう き ばん て

網の整備と交通・流通の基盤整備は家康公の手で行
かいばく げんろく じ だい

われたのです。開幕から100年たった元禄時代に江
たび しょうかん い し かず

戸への旅をしたオランダ商館の医師ケンペルは、数
おお しょみん

多くの庶民が旅
たの

を楽しんでいる
きょうたん

ことに驚嘆して
います。同時代
のヨーロッパで
は庶民が旅をす

ふ か

ることなど不可
のう

能だったのです。
福島正則像（東京大学史料編纂室） 「伝馬の制」石像（岡崎市伝馬通）
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問題83
けいちょう ご ようぜいてんのう ばく

慶長8年（1603年）、家康公は後陽成天皇より、幕
ふ やくしょく にん

府を開くことのできる役職に任じられました。こ
の役職はなんでしょうか？

せい い たいしょうぐん せっしょう

⑴ 征夷大将軍 ⑵ 摂政
かんぱく だ じょうだいじん

⑶ 関白 ⑷ 太政大臣

解答… ⑴

解説 幕府を開くことができるのは征夷大将軍、
げん じ ち すじ ゆる

源氏の血筋にだけ許される役職です。家康
ちょうてい まつだいら し しょだい ちかうじ にっ た し りゅうとく

公が朝廷に、松平氏初代・親氏が新田源氏の支流徳
がわ しゅつ じ こんきょ ふくせい ねが で

川氏の出自であることを根拠に、徳川復姓を願い出
きょ か おかざきざいじょう じ だい えいろく

て許可されたのは岡崎在城時代の永禄9年（1566年）
じゃくはい

のことでした。この時代の家康公はまだ25才の若輩
お だ のぶなが きよ す どうめい むす かざ

で、織田信長と清州同盟は結んだものの、信長の風
しも い ち じゃくしょうだいみょう そんざい

下に位置する弱小大名にすぎない存在でした。将軍
しゅうにん

就任の37年も
まえ

前の徳川復姓
わか

は、若い家康
おお ゆめ

公の大きな夢
たか こころざし

と高い志によ
るものでした。

問題84
ば しょ

慶長8年（1603年）、家康公が幕府を開いた場所は
どこでしょうか？

⑴ 江戸 ⑵ 岡崎
ふし み

⑶ 京 ⑷ 伏見

解答… ⑴

むろまち とよとみせいけん けんらん く げ ぶん か

解説 室町幕府も豊臣政権も絢爛な公家文化に
ちか す もんだい

近過ぎたところに問題がありました。政権
あんてい へい わ よ か しょみん こころおだ

の安定は平和な世に欠かせません。庶民が心穏やか
く けいざい おの はってん こくせい

に暮らせれば、経済や文化は自ずと発展し、国政は
よ かいてん はい がい

良い回転に入ります。京や伏見では問題外、岡崎で
かまくら

も京に近過ぎたのです。鎌倉幕府や室町幕府を開く
み かわ ぶ し やくわり は

のに三河武士が大きな役割を果たしたのは京に近い
い ち てきとう きょ り

位置にいたからです。安定のためには適当な距離が
ひつよう じょうけん かな と ち

必要です。江戸はその条件に適った土地でした。

征夷大将軍宣旨（日光東照宮／日光市） 江戸城址（千代田区）
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問題85
あらそ

慶長8年（1603年）、徳川と豊臣の争いがないこと
ねが やくそく まごむすめ

を願い、豊臣秀吉との約束を守り、家康公は孫娘
とよとみひでより とつ

を豊臣秀頼に嫁がせました。この孫娘（徳川秀忠
の長女）の名前はなんというでしょうか？

い ろ は ひめ かめひめ

⑴ 五郎八姫 ⑵ 亀姫
せんひめ ち よ ひめ

⑶ 千姫 ⑷ 千代姫

解答… ⑶

はは ごう お ごう よどどの じつ いもうと

解説 千姫の母のお江（小督）は淀殿の実の妹で
けっこん

す。千姫と秀頼が結婚をすれば、豊臣と徳
しんせきかんけい ぎ り そ ふ

川は親戚関係、家康公は秀頼の義理の祖父となりま
わ かい

す。家康公はこの結婚で豊臣と和解したかったので
こころ ひら せき が はら かっせん てん か

すが、淀殿は心を開きません。関ヶ原の合戦で天下
すうせい けっ せい い たいしょうぐん じょにん

の趨勢は決し、家康公は征夷大将軍に叙任、豊臣と
たち ば ぎゃくてん みと

徳川の立場は逆転しているのに、淀殿はそれを認め
いち かた じっけい お だ のぶなが いくさ

ないのです。母・お市の方の実兄の織田信長に戦で
ま ちち あざ

負けた父・浅
い ながまさ だ

井長政が、妥
きょう こば みずか

協を拒み自ら
し えら

死を選んだこ
とがトラウマ
となっていた

し

のかも知れま
せん。

問題86
のち さん け み

慶長8年（1603年）、後の徳川ご三家のひとつ、水
と よりふさ

戸徳川家の初代・頼房が生まれましたが、長男の
信康からこの頼房まで、家康公には何人の男の子
がいたでしょうか？

⑴ 3人 ⑵ 9人
⑶11人 ⑷16人

解答… ⑶

じ じん めい

解説 長男・信康は信長から自刃を命じられ、
ひでやす よう し

次男・秀康は秀吉の養子に、三男・秀忠が家
あと つ しゅうにん

康公の後を継いで二代将軍に就任しました。四男・
ただよし のぶよし わか じ ただ

忠吉と五男・信吉は28才と21才で若死にし、六男・忠
てる る ざいきんしん せん ち よ まつ ち

輝は秀忠の命で流罪謹慎。七男・仙千代と八男・松千
よ ようせい よしなお お わりはん

代はともに6才で夭逝し、九男・義直は尾張藩の、
よりのぶ き しゅう はん そ

十男・頼宣が紀州藩の、十一男・頼房は水戸藩の藩祖
ほ かん

となり、御三家として将軍を補完してゆきます。家
康公はこの3人を14、

すん ぷ

5才になるまで駿府
お

に置いてじっくりと
きょういく おこ

教育し御三家を興さ
せたのです。

ぐ きょう じ じょうそう

千姫（弘経寺／茨城県常総市） 徳川義直像（徳川美術館／名古屋市東区）
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問題87
ひでただ しょう

慶長10年（1605年）、家康公は三男の秀忠を二代将
ぐん ゆず

軍にしましたが、2年で将軍を子供に譲った一番
り ゆう

の理由はなんだったでしょうか？
てん か ゆ く え しめ あんてい

⑴ 天下の行方を示し、天下を安定させるため
こうれい

⑵ 高齢で将軍の仕事ができないため
びょう き

⑶ 病気で思うように動けなくなったため
いんきょ す

⑷ 隠居して早く好きなことをしたかったため

解答… ⑴

ちょうてい ばんせいいっけい いえがら こく

解説 朝廷は万世一系の家柄。その朝廷から国
せい まか とくがわ ち すじ つづ

政を任せられた徳川の血筋が、二代続いて
せい い たいしょうぐん にんかん せん

征夷大将軍に任官すれば、征夷大将軍は徳川家の専
にん だいみょう にんしき しゃ

任と大名たちが認識し、社
かい あんてい む お

会は安定に向かいます。織
だ のぶなが じっけん あし

田信長の実権は、将軍・足
かがよしあき ほう にゅうきょう

利義昭を奉じ入京してから
ほんのう じ へん

本能寺の変までの14年間だ
あと つ とよとみせい

け。その後を継いだ豊臣政
けん ひでよし な

権は秀吉が亡くなるまでの
せんごく じ だい

16年間だけ。戦国時代から
せき が はら かっせん あいだ しょ

関ヶ原の合戦までの間、庶
みん ま のぞ こころおだ

民が待ち望んだのは心穏や
へい わ く

かな平和な暮らし。家康公
じつげん

はそれを実現したのです。

問題88
じ よ

家康公は将軍を辞した（やめた）あと、なんと呼ば
れるようになったでしょうか？

おお ご しょ こうもん

⑴ 大御所 ⑵ 黄門
じょうこう たいこう

⑶ 上皇 ⑷ 太閤

解答… ⑴

すん ぷ じょう しりぞ え ど

解説 駿府城に退いた家康公は、江戸の二代将
じつ む

軍・秀忠とともに、実務は新将軍の秀忠が
にな ちょう き てき せい じ たいせい たんとう

担い、長期的な政治体制づくりは家康公が担当する
に げん おこな なんこうぼうてんかい こん

二元政治を行いました。駿府城では南光坊天海や金
ち いんすうでん かずおお ち しきじん まじ に ほん しょう

地院崇伝はじめ数多くの知識人と交わり、日本の将
らいぞう も さく

来像を模索していたのです。
いんきょ しんのう そんしょう

大御所とは、もともとは隠居した親王の尊称でし
かまくら い こう ていちゃく

たが、鎌倉時代以降は前将軍の尊称として定着し、
江戸時代をとおし、

い がい

家康公以外にも二
よし

代・秀忠、八代・吉
むね いえ なり

宗、十一代・家斉
が大御所として政

にぎ

治の実権を握って
います。

家康公主催の「豊国礼祭図」
（豊国神社／京都市）

りんのう じ

南光坊天海像（輪王寺／日光市）
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問題89
いくさ くんれん りょうない み まわ か この

戦の訓練や領内の見回りなどを兼ね、家康公が好
おこな

んで行っていたことはなんでしょうか？
うたかい しょう ぎ

⑴ 歌会 ⑵ 将棋
たか が ちゃかい

⑶ 鷹狩り ⑷ 茶会

解答… ⑶

の やま か めぐ じ しん あし

解説 野山を駆け巡る鷹狩りは家康公自身の足
こし たんれん ぶ し

腰の鍛錬となっただけでなく、武士たちの
ぐん じ しょみん く

軍事訓練ともなりました。また、庶民の暮らしぶり
め みんせい い げんじつしゅ ぎ しゃ

を目にすることが民政に生かせるなど、現実主義者
き しょう あ しゅうせい しゅ み

の家康公の気性に合い、終生の趣味となりました。
たかじょう きん じ ちょうよう しょくぎょうがら

家康公が鷹匠を近侍させ重用したのは、その職業柄、
ひつよう みんかんじょうほう ほう ふ も

家康公が必要とした民間情報を豊富に持っていたか
はつゆめ えん ぎ よ ふ じ

らです。初夢として縁起の良い「一富士、二鷹、三
ゆ らい せつ

なすび」は家康公の好みに由来するという説があり
ます。

問題90
へい わ ゆうこうせいさく みの

慶長12年（1607年）、家康公の平和友好政策が実り、
ちょうせん こっこう かいふく ちょうせんつうしん し

朝鮮との国交が回復。第1回の朝鮮通信使が日本
おとず

を訪れました。江戸時代、12回の通信使が日本に
はん せったい

来ましたが、岡崎藩が、この朝鮮通信使を接待し
た場所はどこだったでしょうか？

てんしゅかく

⑴ 岡崎城天守閣
げいひんかん ご ち そう や しき

⑵ 藩の迎賓館の御馳走屋敷
ぼ だい じ だいじゅ じ

⑶ 松平家の菩提寺の大樹寺
しゅく ほんじん

⑷ 岡崎宿の本陣

解答… ⑵

き ぼ し せつだん

解説 朝鮮通信使（500人規模の使節団）の岡崎
てん ま

での接待は藩の迎賓館の御馳走屋敷（伝馬
どおり あた しんようきん こ し りょうかん みなみ おこな

通1‐78辺り・岡崎信用金庫資料館の南）で行われま
ばく ふ こうしき で むか

した。江戸幕府はここで公式の出迎えを行ったので
り し きず せいたん ち

す。李氏朝鮮国との国交を築いた家康公の生誕地で
とくべつ と ち かんが

ある岡崎を朝鮮通信使も特別の土地と考えていたよ
てん な

うです。天和2年（1682
年）の第7次朝鮮通信使

ほうこくしょ たん

の報告書では、接待を担
とう はん し とりやまうし

当した岡崎藩士の鳥山牛
の すけ もっと こん

之助のことを、「最も懇
せつていねい

切丁寧な接待をしてくれ
しる

た」と記しています。鷹狩り図 御馳走屋敷跡付近（岡崎市伝馬通）
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問題91
けいちょう

関ヶ原の合戦から14年後の慶長19年（1614年）と20
じん ばく ふ

年（1615年）に行われた大坂の陣で、家康公ら幕府
ぐん やぶ じ がい おおさかじょう じょうしゅ

軍に敗れ自害した大坂城の城主はだれでしょう
か？

いし だ みつなり かたぎりかつもと

⑴ 石田三成 ⑵ 片桐且元
さな だ ゆきむら とよとみひでより

⑶ 真田幸村 ⑷ 豊臣秀頼

解答… ⑷

せいしんてき くる

解説 大坂の陣ほど家康公を精神的に苦しめた
いくさ せんひめ こんいん じ

戦はありませんでした。千姫との婚姻時の
しょうねん なつ

秀頼は11才の少年でしたが、大坂夏の陣の時は23才
おとこざか なん ど て さ の

の男盛り。家康公はこれまでに何度も手を差し伸べ
よどどの こば つづ したが

てきましたが、淀殿は拒み続け、秀頼はそれに従い
じんせい じ だい

ました。人生50年といわれた時代に、関ヶ原の合戦
わ かい ねが

時に59才だった家康公は、豊臣との和解を願い14年
ま

間も待ち続け、
ろう じん

74才の老人と
なっていたので

らく

す。大坂城は落
じょう

城し、秀頼と淀
じ がい

殿は自害、千姫
もう か なか

は猛火の中から
たす だ

助け出されまし
た。

問題92

慶長20年（1615年）大坂夏の陣が終わると、慶長と
げんごう い こう はじ

いう元号が、家康公の意向により「平和の始まり」
を意味する元号に変わりました。その元号とはな
んでしょうか？

きょう ほ げん な

⑴ 享保 ⑵ 元和
へい わ たいへい

⑶ 平和 ⑷ 泰平

解答… ⑵

解説 大坂夏の陣が終わった時、家康公は元号
わ はじめ あらた

を「和」の「元」として「元和」に改め、平和な
とうらい げん な えん ぶ てん か せんげん

時代の到来を「元和偃武」として天下に宣言しました。
しょきょう しゅうぶん と

「偃武」とは、『書経』の中にある「偃武修文」から採り、
ぶ き おさ ぶん おさ たたか

「武器を納めて文を修める」、つまり、戦いをやめ、
がくもん きょういく よ

学問・教育により平和な世をつくるという意味です。
おうにん らん

応仁の乱から150年も
せんそう しゅう

続いた戦争の時代の終
けつ ぶ し

結宣言は、武士に武か
い しきかいかく もと

ら文への意識改革を求
めるものであり、平和

まく あ つ

な時代の幕開けを告げ
るものとなりました。

平和の象徴でもある花火は、
鉄砲隊の火薬の平和利用から
始まりました。豊臣秀頼像（養源院／京都市） 三河花火と岡崎城（岡崎市康生町）
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問題93
ほうりつ

同じ年、家康公が秀忠の名前で出した法律で、大
はたもと ぶ し まも さだ

名や旗本など武士が守るべきことを定めたものは
どれでしょうか？

きんちゅうならびに く げ しょはっ と ご せいばいしきもく

⑴ 禁中並公家諸法度 ⑵ 御成敗式目
しょうるいあわれ れい ぶ け しょはっ と

⑶ 生類憐みの令 ⑷ 武家諸法度

解答… ⑷

じゅうらい し てき ふくぞくかんけい せいやく せい し

解説 従来は私的な服属関係を誓約する誓紙
めいれい こん ち いんすうでん

だったものを、家康公の命令で金地院崇伝
はやし ら ざん じょうぶん へんさん

と林羅山が法律として13ヶ条の条文に編纂しました。
なか み ぶん ぶ しょうれい ゆうらく きん し はんざい

その中身は、1．文武の奨励、2．遊楽の禁止、3．犯罪
しゃいんとく む ほんにん さつがいにん ついほう た こくじん

者隠匿の禁止、4．謀反人・殺害人の追放、5．他国人
きょじょう しゅう ほ しんぞう りんごく と とう

の追放、6．居城の修補や新造の禁止、7．隣国の徒党
しゃ じょう そ む だんこんいん さんきん さ ほう し じ

者の上訴、8．無断婚姻の禁止、9．参勤作法の指示、
い しょう とうせい じょう よ の もの せいげん

10．衣装の統制、11．乗輿（乗り物に乗ること）の制限、
けんやく か ろう じんせん てきせい か

12．倹約の奨励、13．家老らの人選の適正化、でした。

問題94
し きょ な ば しょ

1616年4月17日、家康公死去。亡くなった場所は
どこでしょうか？

え ど じょう おかざきじょう

⑴ 江戸城 ⑵ 岡崎城
すん ぷ じょう ふし み じょう

⑶ 駿府城 ⑷ 伏見城

解答… ⑶

てんぶん み かわ じゃくしょう

解説 天文11年（1542年）12月26日、三河の弱小
たんじょう

大名の長男として岡崎城で誕生した家康公
は らんばんじょう じんせい

は、駿府城において75年におよぶ波乱万丈の人生の
まく おろ ひら じ だい とくちょう

幕を下しました。家康公が開いた江戸時代の特徴は
あんてい へい わ めい じ い しん げん

265年にわたる安定した平和です。明治維新から現
ざい あいだ にっしん にち ろ せんそう

在までが142年間。この間に、日清、日露戦争から
たいへいよう なん ど けいけん おお じんめい

太平洋戦争まで、何度もの戦争を経験し多くの人命
うしな う だ に ほんぶん

が失われてきました。江戸時代が生み出した日本文
か かんが

化を考えると、明
治維新とは日本に

いったい

とって一体何だっ
みな

たのか皆で考えた
いものです。

武家諸法度（金地院／京都市） 駿河国御城図（静岡県立中央図書館／静岡市）
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問題95
ゆいごん い たい ほうむ

遺言により、家康公の遺体が葬られたのはどこで
しょうか？

わん

⑴ 江戸湾 ⑵ 岡崎城
く のうさん ふ じ さん

⑶ 久能山 ⑷ 富士山

解答… ⑶

はか ま

解説 家康公の遺体は久能山に葬られ、墓は真
にし む せんてい り ゆう

西を向いています。久能山選定の理由につ
しんとうがくしゃ にっこうとうしょうぐう ね ぎ たかふじはるとし

いて、神道学者で日光東照宮禰宜の高藤晴俊氏は、
ほく い ちゃくもく

北緯34度57分30秒上にある真西向きの墓に着目し、
さき ほうらい じ

そのラインの先にあるのが鳳来寺山と岡崎城だとし
ています。鳳来寺山

こ さず き がん おこな

は子授け祈願を行っ
ば しょ

た場所で、岡崎城は
せいたん ち たいよう ひがし

生誕の地。太陽は東
のぼ にし しず

から昇り西に沈む。
岡崎城と鳳来寺山を
むす みち

結ぶのは太陽の道で、
まいそう ち

その先にある埋葬地
の久能山は家康公が
かみ さいせい

神として再生する場
所だったとしていま
す。

問題96

家康公の遺言で、岡崎の大樹寺に置くように命じ
れきだいしょうぐん しんちょう

られ、以来、歴代将軍の身長と同じ高さのものが
まつ

祀られるようになったものはなんでしょうか？
い はい ぜんしん え

⑴ 位牌 ⑵ 全身の絵
はか もくぞう

⑶ 墓 ⑷ 木像

解答… ⑴

まつだいら け ぼ だい じ

解説 松平家の菩提寺である大樹寺には、遺言
により家康公の位牌が置かれ、以後、歴代

とくがわ

徳川将軍家の位牌所になったことから、家康公から
いえもち とうしんだい あん ち

十四代・家茂までの等身大の位牌が安置されていま
じ いん じ かく

す。歴代将軍の位牌を祀る寺院であるため寺格は高
いえ

く、幕府の手厚い保護を受けました。三代将軍・家
みつ かんえい

光は、家康公23回忌にあたる寛永15年（1638年）に大
だいぞうえい た ほうとう

樹寺の大造営を命じ、同18年（1641年）までに多宝塔
きよやす

（松平七代・清康
建立）を除く全
58棟が新造され
ました。なお、

よしのぶ

十五代・慶喜の
位牌が大樹寺に

かれ

ないのは彼が神
道により葬られ
ているからです。家康公の墓（久能山／静岡市） 大樹寺位牌堂（岡崎市鴨田町）
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問題97
いっしゅう き ちょうてい とうしょうだいごん

一周忌が終わった後、家康公は朝廷から東照大権
げん しんごう おく にっこう

現の神号を贈られ、日光に神社が建てられました
まつ

が、家康公を祀る神社のことをなんと呼ぶでしょ
うか？

ごんげんぐう てんまんぐう

⑴ 権現宮 ⑵ 天満宮
とうしょうぐう はちまんぐう

⑶ 東照宮 ⑷ 八幡宮

解答… ⑶

おかざき し ない ぜんこく れんごうかい か めいしゃ

解説 岡崎市内には全国東照宮連合会加盟社が
しょうぐん いえみつ しょう ほ

3社あります。三代将軍・家光が正保元年
そうけん たきさん まつだいら け うじがみ

（1644年）に創建した滝山東照宮と、松平家の氏神で
い が かんじょう

ある伊賀八幡宮（家光が東照宮を勧請）、もうひとつ
おかざきじょうてんしゅかく りんせつ たつ き ほん だ ただかつ

は岡崎城天守閣に隣接する龍城神社です。本多忠勝
はん そ ほんまる

を藩祖とする本多家が岡崎城本丸内に祀っていた東
えいせいだいみょうじん ごう し

照宮と、映世大明神となった忠勝が合祀されていま
あさ たい

す。家康公の神号の東照大権現とは、朝になると太
よう ひがし そら て

陽が東の空を照ら
のぼ

し昇ることから、
よ ひとびと すく

世の人々を救うた
かみ

め家康公が神とな
すがた か ふたた

り、姿を変えて再
あらわ

びこの世に現れる
い み

ことを意味してい
ます。

問題98
さんえいけつ ひ かく

信長、秀吉と家康公の三英傑を比較し、その三人
さんよう あら せんりゅう

三様の生きざまを“ほととぎす”で表わした川柳が
あります。家康公を表すのはどれでしょうか？

な ころ

⑴ 鳴かぬなら、殺してしまえ、ほととぎす
⑵ 鳴かぬなら、鳴かせてみせよう、ほととぎす

ま

⑶ 鳴かぬなら、鳴くまで待とう、ほととぎす
わら

⑷ 鳴かぬなら、笑ってみせよ、ほととぎす

解答… ⑶

てん か と いど せいかく い あ

解説 天下取りに挑んだ3人の性格を言い当て
しゅういつ

た秀逸な川柳です。「殺してしまえ」という
こわ そんざい ごういん

怖い存在が信長で、強引に「鳴かせてみせよう」とい
くら

うのが秀吉です。それと比べ、「鳴くまで待とう」と
おんけん す こえ

いう家康公は穏健過ぎるという声もありますが、3
いま せい じ か

人は今でいう政治家なのです。「鳴かせてみせよう」
いっけん あ ちょうせんしんりゃく

は一見リーダーシップが有りそうですが、朝鮮侵略
み どくぜんてき

に見るように独善的
こま

な政治で、困るのは
こくみん

国民です。鳴くまで
し せい た しゃ

待つ姿勢は他者をお
ぜんせい ほん

もんばかり善政を本
ぶん

分とした家康公の生
き様そのものです。

主祭神の家康公と併せ信長、秀吉も祀る
久能山東照宮本殿（静岡市）龍城神社（岡崎公園内／岡崎市康生町）
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問題99
ゆいごん

家康公の遺言の中に表された有名なことばは、次
のうちどれでしょうか？

な に わ ゆめ

⑴ 難波のことも、夢のまた夢
てん か

⑵ 天下は一人の天下にあらず、天下は天下の天
下なり
てん か ふ ぶ

⑶ 天下布武
な

⑷ 天下は一日にして成らず

解答… ⑵

ひでよし

解説 「難波のことも、夢のまた夢」は秀吉で、
おおさか えい が さ しょみん

夢とは大阪での栄華を指しています。庶民
せいかつ し や はい びんぼう むかし わす ぜいたく

の生活は視野には入らず、貧乏な昔を忘れ贅沢な生
たの のぶなが せんごく ぶ しょう

活を楽しみました。「天下布武」は信長で、戦国武将
みずか ちから かくしん

らしく自らの力を確信し
いんかん

たものです。印鑑にもこ
も じ ほ あいよう

の文字を彫り愛用してい
てん

ました。その点、家康公
こと ば

の遺言にあるこの言葉は、
いま せい じ か おも だ

今の政治家に思い出して
ほ ないよう ぜんぶん

欲しい内容です。全文は
「岡崎 家康公検定」の副
読本『人生に役立つ観光
ガイドブック』に掲載さ
れています。

問題100
い くん おも に お

家康公の遺訓は、「人の一生は重荷を負うて遠き
道を行くがごとし」で始まりますが、それに続く
ことばはなんでしょうか。

いそ おこ

⑴ 急ぐべからず ⑵ 怒るべからず
やす

⑶ なまけるべからず ⑷ 休むべからず

解答… ⑴

げんだい すべ もと しゃかい

解説 現代は全てにスピードを求める社会です。
がた きんゆう し ほんしゅ ぎ ちゅうもく ころ

アメリカ型の金融資本主義が注目された頃
けいこう せ かいどう じ き き けいけん

からの傾向ですが、世界同時金融危機を経験した今
あらた ひつよう ば あい

もまだ改まってはいません。スピードが必要な場合
いそ

もありますが、急ぎ
す しっぱい おお

過ぎると失敗が多い
じ じつ

のも事実です。また、
はいりょ か

急ぎ過ぎは配慮に欠
じゃくしゃ きび

け、弱者に厳しい社
会となりやすいこと

にんしき

も認識すべきです。
ざ ゆう

家康公の遺訓を座右
めい かずおお

の銘とする人は数多
く、その内容は家康

い かた

公の生き方そのもの
です。

家康公遺言碑（岡崎公園） 家康公遺訓碑（岡崎公園）
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